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旧東方文化学院京都研究所　設計 東畑謙三

 この建物は、京都・北白川の自然に恵まれた閑静な住宅地
に建つ。1930年に義和団事件の賠償をきっかけに設立され
た東方文化学院の京都研究所として建設された。現在は、
京都大学人文科学研究所に附属する東アジア人文情報学研
究センターとして用いられている。
 東畑謙三が武田五一教授の指導のもと設計を手がけた。僧
院を模したロマネスク風のデザインは、濱田耕作教授（後
の京大総長）の発案による。館内は、閲覧室と書庫の尖塔
に隣接して、回廊式に中庭を取り囲むように研究棟が配置
されている。中庭には中央に小さな池と井戸があり、スペ
インのパティオ（PATIO）を模しているものの、下屋を持
つ厨子二階のファサードが京町家の風情を纏っている。ま
た、屋根瓦はスパニッシュ瓦だが、色はいぶし銀で和瓦の
表情も併せ持つ。このように東西の文化が混ざり合っては
いるが、学問と対峙し思索に没頭するための研究所とし
て、この建物にまさる空間はないと強く感じた。
 当時、ル・コルビュジェをはじめとする近代主義建築の理
論的な思索を深めていた東畑が、悩みながらも前向きに取
り組んだ結晶がこの作品である。ここでの設計作業が、建
築は理論ばかりでは意味がなく、実務に携わらなければな
らないという思いへ傾倒していくこと、さらには分野の異
なる人々との出会いにより見解が広がる重要なきっかけと
なったことを東畑は語っている。社会の基盤となる建築を
作り続けた東畑の出発点として、非常に興味深い建築である。

写真：田籠哲也　文：荒木公樹
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大
阪
市
を
縦
断
す
る
上
町
台
地
。そ
の
上
町
断
層

に
位
置
し
、現
代
ア
ー
ト
を
思
わ
せ
る
山
門
が
目
を

引
く
寺
が﹁
一
心
寺
﹂だ
。

　

寺
は
文
治
元
年︵
一一
八
五
年
︶、法
然
上
人
が
四
天

王
寺
西
門
の
西
側
に
あ
た
り
、草
庵
を
結
ん
だ
の
が
始

ま
り
と
さ
れ
る
浄
土
宗
の
寺
院
。﹁
お
骨
の
寺
﹂と
し

て
も
知
ら
れ
、納
骨
堂
に
は
人
骨
で
つ
く
ら
れ
た
仏
像

が
安
置
さ
れ
て
い
る
。始
ま
り
は
、江
戸
時
代
末
期
か

ら
で
、宗
派
を
問
わ
ず
庶
民
が
納
骨
に
訪
れ
た
。明
治

二
〇
年︵
一
八
八
七
年
︶に
約
五
万
体
の
納
骨
で﹁
お
骨

佛
﹂が
つ
く
ら
れ
て
以
来
、一
〇
年
ご
と
に
一
体
の
仏
像
を

つ
く
り
続
け
、一
三
体
が
つ
く
ら
れ
た
が
、戦
火
で
六
体
が

消
失
し
た
た
め
、納
骨
堂
に
は
七
体
が
奉
ら
れ
て
い
る
。

　

先
に
記
し
た
大
阪
大
空
襲
に
よ
り
塔
堂
伽
藍
の
ほ

と
ん
ど
が
消
失
。現
在
の
建
物
は
戦
後
に
再
建
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。そ
の
中
で
も
平
成
九
年︵
一
九
九
七

年
︶に
再
建
さ
れ
た
仁
王
門
は
訪
れ
た
参
拝
者
を
驚

か
せ
る
。設
計
は
一
心
寺
の
長
老
で
も
あ
る
高
口
恭

行
氏
。そ
の
後
、境
内
隣
接
地
に
一
心
寺
シ
ア
タ
ー
倶

楽
を
開
設
。宗
教
に
こ
だ
わ
ら
な
い
、か
つ
て
の
寺
が

持
っ
て
い
た
文
化
的
機
能
を
提
供
し
て
い
る
。
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﹃
建
築
人
﹄は
今
月
号
で
新
創
刊
か
ら
三
年
目
を

迎
え
ま
す
。通
算
で
新
創
刊
二
十
五
号
目
、前
身
の

﹁H
IRO

BA

﹂時
代
か
ら
す
る
と
五
百
九
十
八
号
目
に

な
り
ま
す
。つ
づ
け
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
、大
切
さ
を
実

感
し
て
い
ま
す
。

　

今
、世
の
中
が
ど
ん
ど
ん
細
分
化
し
て
小
さ
な
世
界
に

分
裂
し
て
い
ま
す
。あ
ら
ゆ
る
世
代
が
共
有
し
誰
も
が
理

解
で
き
る
共
通
項
の
あ
る
時
代
は
過
去
の
も
の
と
な
り
、

細
分
化
の
時
代
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。若
い
世
代
は
ど
ん

ど
ん
と
マ
ニ
ア
ッ
ク
に
な
っ
て
、興
味
の
対
象
が
分
散
し
て

共
通
項
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。あ
ら
ゆ
る
世
代
が
共

有
で
き
る
共
通
項
で
あ
る﹁
も
の
ご
と
﹂が
な
く
な
っ
て
い

る
と
言
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
う
いっ
た
状
況
で
は
、も
の
づ
く
り
を
含
め
て
ひ
と
つ
の

こ
と
を
長
く
続
け
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ

か
ら﹃
建
築
人
﹄を
続
け
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、そ
れ
ら
を

踏
ま
え
て
ど
の
よ
う
な
情
報
発
信
を
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
か
を
常
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
建
築
士
は
、与
条
件
や
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

見
つ
け
、そ
れ
ら
を
整
理
し
、予
算
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
踏

ま
え
て
設
計
を
お
こ
な
い
、何
も
無
い
と
こ
ろ
か
ら﹁
も
の

ご
と
﹂を
つ
く
り
だ
し
て
い
ま
す
。そ
こ
に
は
い
ろ
い
ろ
な

分
野
や
異
な
っ
た
立
場
か
ら
多
く
の
人
々
が
関
わ
っ
て
い

ま
す
。そ
の
よ
う
な
多
様
な
建
築
士
が
属
す
る
建
築
士

会
は
、何
が
重
要
か
を
考
え
て
い
く
の
に
最
適
な
場
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
つ
づ
け
て
い
く
こ
と
と
は
、た
く
さ
ん
の
先
輩
方
が
つ
く

り
出
し
た﹁
も
の
ご
と
﹂を
受
け
継
ぎ
、次
の
世
代
へ
と
き

ち
ん
と
継
承
し
て
い
く
こ
と
だ
と
言
え
ま
す
。建
築
人
も

こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
枠
組
み
を
使
い
な
が
ら
長
く
情

報
発
信
を
続
け
て
い
く﹁
も
の
ご
と
﹂と
な
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
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委
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会
だ
よ
り
◦

新入会員歓迎企画
見学会「利休と刃物のまち・堺探訪」
5/31 CPD6単位（予定）

千利休生誕の地、堺のまちを一日探訪しま
す。伸庵・黄梅庵などの茶室を中心に、現存
する歴史的建造物を訪ね「包丁」に代表され
る”ものづくりのまち”という側面に触れること
で堺に残る歴史と文化をたどります。昼食は、
堺名物の「あなご料理」を予定しています。
開催日　5月31日（土）9：30〜16：00
集合　JR百舌鳥駅（受付9：15〜）
案内　七堂元敏（堺市建築都市局開発調整部）
定員　40名
　　　（申込先着順・入会半年以内の方優先）
参加費　会員4,000円　会員外5,000円
　　　　（昼食代及び施設入館・拝観料含む）

「大阪市大規模建築物の建設計画
における緑化協議の一部改正」

大阪市では、市内で一定規模以上の建築物
を建設する際には、建設計画区域内にその
面積の3%以上の緑地をまちなみの景観と
して接道部に効果的に設けていただくよう
お願いしています。
平成26年4月1日からは、市内により実感で
きる緑を創出していくことを目的に、緑地と
して確保していただく面積の一部を緑視面
積（立面積）に置き換えることも選択できる
制度になりました。詳細は以下のHPをご覧
ください。
問合　大阪市建設局公園緑化部協働課
　　　Tel.06-6469-3856
http://www.city.osaka.lg.jp/kensetsu/page/
0000009829.html

「近畿建築行政会議 建築基準法
共通取扱い集」

（初版）発刊及び説明会のご案内

近畿府県の特定行政庁で構成する近畿建築
行政会議総則部会では、建築基準法におけ
る近畿圏内の統一的運用を掲載した表記共
通取扱い集を作成しました。5月下旬に大阪

市内において、設計者むけ説明会を開催す
る予定です。説明会日時等の詳細は建築人5
月号のインフォメーションに掲載します。
問合　大阪府住宅まちづくり部建築指導室 
　　　審査指導課
　　　Tel.06-6210-9720

木造トラス勉強会

・4月の木造トラス勉強会
　「木造の定義」　
　RC造・S造とは違う伝統の木造『軸組』
　についての定義から説明します。
日時　4月10日（木）　14：15〜16：30
場所　SSDP GRACE -グレス-
　　　大阪市西区土佐堀2-1-9　
　　　KOYAエスパシオ中之島　601号室
※5階から6階へは階段をご利用下さい。
費用　1,300円（会員は1,000円）+資料代
・6月の木造トラス勉強会
「継手の原理・伝統木造の基本1」
伝統木造の継手について、力の伝達方法
と使い方など木造で設計する上で知って
おくべき基本と構造理論。

　プレカットとの違いと考察　
　軸組と継手の関係から伝統木造の構造の
　考察まで。
日時　6月12日（木）　14：15〜16：30
場所　大阪木材仲買会館
　　　大阪市西区南堀江4-18-10
費用　1,300円（会員は1,000円）+資料代
問合　木造トラス研究所　㈱合掌
　　　原田 量治&栄  Tel.Fax.0742-36-2929
http://www.eonet.ne.jp/~truss/index.html

堺の懐かしい明治・大正・昭和戦前
の建築の幻燈上映（2）」

旧浜寺町役場、旧大阪刑務所、旧御大典記
念館、旧龍神遊郭、旧堺セルロイド会社、初
代浜寺停車場、現在の浜寺公園駅舎、鈴木
貫太郎生家跡他。ご自由にお越しください。
日時　4月19日（土）　11：00〜
会場　堺市立東図書館（南海高野線北野田駅前）
講師　明治建築研究会　代表  柴田 正己
問合　明治建築研究会
　　　Tel.072-236-3357

会場　㈱内田洋行　会議室
　　　（大阪ユビキタス協創広場CANVAS）   
　　　大阪市中央区和泉町2-2-2
内容
　第一部（18：00〜18：55）

「長期優良化リフォーム補助金活用法」
（耐震・省エネ診断ソフトの応用）〜ホー
ムズ君耐震診断Pro、ホームズ君省エネ
診断を使って〜

　　講師　㈱インテグラル営業企画部
　　　　　マネージャー　木村良行　
　第二部（19：00〜19：50）

小規模リフォームからリノベーション、共同
住宅の入居率改善リフォームにまで役立
つ3Dパース提案〜住宅リフォームプレゼ
ンテーションソフト「3D住宅リフォームデザ
イナー」を使った実例〜

　　講師　メガソフト㈱広報室　西脇　功
参加費　会員1,500円　会員外2,000円　
　　　　（ドリンク・フード付）
定員　100名（申込先着順）

新会員歓迎交流会
大阪府建築士会活動発表会
CORE2014
4/19　CPD3単位（予定）

建築士会では「建築士」として共に学び、スキ
ルアップ、交流、情報交換、見学会、社会貢献、
企画運営などさまざまな活動を行っております。
新会員のみなさんも「建築士」の資格を活かし、
建築士会の仲間となり一緒に活動しませんか? 
CORE2014では、（公社）大阪府建築士会の
事業委員会、社会貢献委員会の事業内容を
抜粋して、今年度の活動発表と展示会を行い
ます。新しい人と人の出会い、役立つ情報が
きっとみつかります。お気軽にご参加ください。
日程　4月19日（土）
会場　日建学院
　　　大阪市北区鶴野町1-9
　　　梅田ゲートタワー3F
時間　発表・展示会13：30〜17：00
        　　　　　　（受付13：00〜）
　　　新会員歓迎交流会17：30〜19：30
参加費　500円（資料代）
　　　　新会員歓迎交流会4,000円
　　　　（当日入会申込者は無料）
申込締切　4月10日（木）
※新会員歓迎交流会の開催場所は、当日発表
　会会場にてお知らせいたします。
※新会員以外の方でもご参加いただけます。

大阪地域貢献活動センター
平成26年度 助成対象活動募集

建築士と地域住民等が連携して進めるまち
づくりなどの地域貢献活動に対して、活動
費の助成などを行います。
■募集期間　5月30日（金）まで
■対象とする活動

建築士と地域住民等で構成する団体が進
める地域貢献活動が、地域住民等と連携
して進める地域貢献活動で、原則として
営利を目的としていない活動。

■助成額　1件の助成額は30万円を限度
■問合先　本会・社会貢献委員会
※募集案内は4月号に同封しています。

二級建築士／設計製図
受験対策講習会
実力養成コース　7/13〜9/7
直前対策コース　8/24〜9/7
模擬テストⅠ・Ⅱ　8/3、9/7

有能で意識の高い建築士の養成を目標に、
実務に直結した指導を行います。
■実力養成コース（全10回、模擬テスト2回
　含む）

日程　7/13（日）、7/20（日）、7/21（祝）、
7/27（日）、8/3（日）、8/10（日）、
8/17（日）、8/24（日）、8/31（日）、
9/7（日）

　時間　9：30〜17：30
　会場　大阪府建築健保会館
　定員　35名（申込先着順）
　受講料　建築士会会員110,000円、
　　　　　一般125,000円
■直前対策コース（全3回、模擬テスト1回
　含む）
　日程　8/24（日）、8/31（日）、9/7（日）
　時間　9：30〜17：30
　会場　大阪府建築健保会館
　定員　15名（申込先着順）
　受講料　建築士会会員35,000円、
　　　　　一般40,000円
■模擬テストⅠ・Ⅱ
　日程　Ⅰ：8/3（日）、Ⅱ：9/7（日）
　時間　9：30〜17：30
　会場　大阪府建築健保会館
　定員　【各回】25名（申込先着順）
　受講料　【各回】建築士会会員13,000円、
　　　　　　　　一般15,000円

建築士の会やお・かしわら+建築士の会東大阪
「八尾市立八尾図書館及び八尾市
立青少年センター見学会」
4/6　CPD2単位（予定）

八尾市の中央図書館の整備とあわせて、青
少年センター・学習室・郷土及び地域の資料
や情報提供の各機能を備えた、複合施設が
市役所の前に完成しました。風や光を感じつ
つ読書ができる屋外読書テラスや、吹き抜け
と一体となった壁面書架の「本の滝」を設け
るなど、素敵な空間が出来上がりました。
日時　4月6日（日）　受付12：30〜
　　　見学13：00〜15：00（予定）
集合場所　八尾市役所本館前ロータリー　
　　　　　（西側玄関前）
参加費　1,000円（資料代等）
定員　30名（申込先着順）
※参加証は実施1週間前に出状予定です。

第42回賛助会員分科会セミナー
耐震・省エネ・バリアフリー、多様化するリフォー
ム市場に対応するためのPCソフト応用と長期
優良化リフォーム補助金活用法
4/11　CPD2単位

活況を呈しているリフォーム市場の現状と、
それに対応するためのPCソフトの有効利
用、また長期優良化リフォーム補助金の活
用法を、数々の実例とともにご紹介します。
日時　4月11日（金）　講義18：00〜19：45
　　　ミニ懇親会　19：50〜20：30

国土交通省の登録を受けた登録資
格者講習と同等以上の内容を有す
ると国土交通大臣が認める講習の
認定について

本会が過去に実施した木造及び非木造の
耐震診断・改修講習会が、「建築物の耐震
改修の促進に関する法律」に定める同等以
上の資格者講習会として、平成26年2月10
日に国土交通大臣の認定を受けました。
■認定された本会主催の講習会名及び開催
　年度
・既存木造住宅の耐震診断・改修講習会／

平成24年度及び平成25年度
・既存鉄骨造建築物の耐震診断・改修指針

講習会／平成8年度〜平成25年度
・既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診断・改

修指針講習会／平成7年度〜平成25年度
※詳細につきましては、本会ホームページを
　ご覧ください。

本会における既存建築物耐震診断
等評価業務のご案内
〜平成26年1月より耐震評価業務を開始〜

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の専門家で
構成する「建築物耐震評価委員会」を組織し、
平成26年1月より建築物耐震評価業務を実施
しております。
公立学校施設や沿道建築物などの耐震不適
格建築物について、申込者が検討した建築物
の耐震診断及び耐震補強計画について、専門
的観点のもとに審査・審議を行い、妥当であると
認める申込案件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けますのでどうぞご活
用ください。
なお、本会は平成26年2月18日付けで、（一財）
日本建築防災協会の「既存建築物耐震診断・
改修等推進全国ネットワーク委員会に入会する
とともに、当委員会の耐震判定委員会に新規
登録しました。
http://www.kenchiku-bosai.or.jp/nw/

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築
　物も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の割引があります。
詳細につきましては、本会ホームページをご覧く
ださい。

平成26年二級、木造建築士試験
案内

■受付場所における受験申込
　配布期間　3月10日（月）〜4月14日（月）
（土曜日、日曜日、祝日は除く。4/12（土）、
4/13（日）は受験申込書の受付を行う所定
の受付会場に限って配布を行います。）

　配布時間　9：30〜17：00
　　　　　　（4/14（月）は9：30〜16：00）
　配布場所　大阪府建築士会内
　　　　　　大阪市中央区谷町3-1-17
　　　　　　高田屋大手前ビル5階
　受付期間　4月10日（木）〜4月14日（月）
　　　　　　（土、日を含む）
　受付時間　10：00〜17：00
　受付場所　大阪府建築士会内
　学科試験日　二級7月6日（日）
　　　　　　　木造7月27日（日）
　設計製図試験日　二級9月14日（日）
　　　　　　　　　木造10月12日（日）

平成26年一級建築士試験案内

■受付場所における受験申込
　配布期間　4月1日（火）〜5月12日（月）
（土曜日、日曜日、祝日は除く。5/10（土）、
5/11（日）は受験申込書の受付を行う所定
の受付会場に限って配布を行います。）

　配布時間　9：30〜17：00
　　　　　　（5/12（月）は9：30〜16：00）
　配布場所　大阪府建築士会
　　　　　　大阪市中央区谷町3-1-17
　　　　　　高田屋大手前ビル5階
　受付期間　5月8日（木）〜5月12日（月）
　　　　　　（土、日を含む）
　受付時間　10：00〜17：00
　受付場所　大阪府建築士会
　学科試験日　7月27日（日）
　設計製図試験日　10月12日（日）
※インターネット又は郵送による受験申込を含

め、建築技術教育普及センターのホームペー
ジで情報提供しています。

　http://www.jaeic.or.jp/

平成26年度 建築士定期講習
5/31、7/17　CPD各6単位

建築士事務所に所属の一級・二級・木造建
築士で、平成23年度に本講習を受講された
方が対象です。尚、平成23年度以前に建築
士試験に合格し本講習を未受講の方は、平
成26年度中に必ず受講してください。
■日時・会場
　5/31（土）　9：30〜17：30
　　大阪国際会議場、定員600名
　　会場コード5C-01
　7/17（木）　9：40〜17：30
　　大阪国際交流センター、定員300名
　　会場コード5C-51
■申込締切日
　5/31（土）開催分：4/30（水）申込書必着
　7/17（木）開催分：6/20（金）申込書必着
　※大阪での申込受付は簡易書留での郵送
　　のみです。
　※定員に達し次第、受付を終了します。
■受講料　12,960円（消費税含）
■申込書配布・受付場所 
　大阪府建築士会事務局
　大阪府建築士事務所協会事務局

　

大
阪
府
建
築
士
会
は
運
営
委
員
会
を
筆
頭
に

六
つ
の
委
員
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
が
役
割
と
責
任
を
持
っ
て
精
力
的
に
活
動

し
て
お
り
ま
す
が
、
今
月
よ
り
こ
の
コ
ー
ナ
ー

に
て
各
委
員
会
の
具
体
的
な
活
動
報
告
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
建
築
士
会
の
情
報
の

要
、
建
築
情
報
委
員
会
で
す
。
当
委
員
会
は
総

勢
十
八
名
で﹃
建
築
人
﹄
や﹃
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹄、

﹃
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
﹄、﹃
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
﹄、

﹃
建
築
材
料
・
設
備
機
器
メ
ー
カ
ー
リ
ス
ト
﹄

を
編
集
、製
作
、発
行
し
て
い
ま
す
。﹃
建
築
人
﹄

を
担
当
す
る
﹁
紙
の
チ
ー
ム
﹂
と
そ

の
他
を
担
当
す
る
﹁
Ｗ
Ｅ

Ｂ
の
チ
ー
ム
﹂
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
横
の
連
携
を
取
り
な
が
ら

最
新
の
情
報
収
集
・
提
供
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
﹃
建
築
人
﹄
は
新
創
刊
か
ら
今
月
四
月
号
で

早
三
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
毎

月
の
編
集
会
議
に
て
多
く
の
議
論
や
検
討
を
行

い
、
取
材
や
撮
影
、
原
稿
執
筆
、
校
正
を
繰
り

返
し
、
日
々
〆
切
に
追
わ
れ
な
が
ら
発
刊
を
続

け
て
い
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
は

と
て
も
励
み
に
な
り
ま
す
の
で
、
ま
た
読
後
の

感
想
な
ど
頂
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

今
年
度
は
さ
ら
に
皆
様
に
情
報
と
人
材
の

提
供
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
情

報
委
員
会
な
の
に
他

委
員
会
の
最
新
事
情

を
知
ら
な
い
、
な
ん

て
笑
え
な
い
状
況
が

時
々
あ
り
ま
す
。
情

報
は
足
で
稼
げ
！
な

ん
て
冷
た
い
事
を
言

わ
な
い
で
、
積
極
的

な
情
報
提
供
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
活
動

に
ご
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
と
も
ご
一
報
く
だ

さ
い
。
日
常
で
は
滅
多
に
接
す
る
こ
と
の
な
い

出
来
事
に
関
わ
れ
、な
か
な
か
刺
激
的
で
す
よ
。

　

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
も
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た

が
、
当
会
の
情
報
ツ
ー
ル
は
こ
こ
数
年
で
か
な

り
充
実
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
皆

さ
ん
が
こ
れ
を
ど
う
活
用
す
る
か
で
す
。
我
々

情
報
委
員
会
を
う
ま
く
使
っ
て
、
建
築
士
会
の

Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
向
上
に
と
も
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
～
。

︵
写
真
は
毎
月
の
編
集
会
議
、
で
は
な
く

新
年
度
企
画
に
向
け
て
の
温
泉

合
宿
風
景
で
す
︶

Others
その他のお知らせ

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/

Sponsorship
建築士会からのお知らせ

Administration
行政からのお知らせ
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上段　青年時代の東畑謙三
（提供：東畑建築事務所）
中段　東方文化学院京都研究所
写真・資料提供　東畑建築事務所
撮影　中段：田籠哲也

注 1　東畑四兄弟　長兄は文化勲
章を受章した農政学者で東京大学
教授を務めた東畑精一（1899 〜
1983）。次兄速水敬二も京都大学
で哲学を修めた学者。弟東畑四郎
は、東京大学法学部出身で農林事
務次官を務めた。
注 2　武田五一（1872 〜 1938）
建築家　東京帝国大学卒業後、同
大学助教授、京都高等工芸学校

（現・京都工芸繊維大学）教授を
経て京都帝国大学建築学科を設
立。「関西建築界の父」とも呼ば
れる立役者。雑誌「新建築」の創
刊にも関わる。
注 3　東方文化学院京都研究所

（現京都大学人文科学研究所東ア
ジア人文情報学研究センター）武
田五一の下で東畑謙三が設計した
初めての作品。研究所の美術専門
家浜田耕作教授の示唆によりロマ
ネスクの雰囲気を醸し出す建築と
なる。
注4　T・V・ドゥースブルフ（1883
〜 1931）画家・建築家・美術家
デ・スティルを結成。新造形主義・
抽象絵画の普及に努める。著書に

『新しい造形芸術の基礎概念』
注 5　 三 木 清（1897 〜 1945）
京都学派を代表する哲学者の一
人。京都帝国大学で西田幾多郎に
師事。著書に「哲学入門」「人生
論ノート」他。

森
本　

今
回
の
建
築
人
で
は
、﹁
東
畑
謙
三
と

東
畑
建
築
事
務
所
﹂
に
焦
点
を
あ
て
、
元
大
阪

事
務
所
長
の
岡
田
聿
之
さ
ん
と
現
大
阪
事
務
所

長
の
米
井
寛
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。

岡
田　

東
畑
謙
三
さ
ん
の
若
か
り
し
頃
の
こ
と

を
深
く
は
知
ら
な
い
の
で
す
が
、
私
が
知
り
得

た
こ
と
と
先
輩
に
お
聞
き
し
た
話
な
ど
を
交
え

て
お
話
し
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
生
前
に
自
分

の
こ
と
を
決
し
て﹁
先
生
﹂と
は
呼
ば
さ
な
か
っ

た
の
で
、
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
東
畑
さ
ん

と
呼
ば
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

生
い
立
ち
／
東
畑
四
兄
弟

岡
田　

東
畑
さ
ん
は
、
一
九
〇
二
年
︵
明
治

三
五
年
︶
四
人
兄
弟
の
三
男
と
し
て
三
重
県
で

生
ま
れ
ま
し
た
。
一
番
上
の
お
兄
さ
ん
が
精
一

さ
ん
で
東
京
大
学
名
誉
教
授
で
あ
り
著
名
な
農

業
経
済
学
者
で
す
。

森
本　

三
重
県
の
嬉
野
に
東
畑
さ
ん
に
よ
る
設

計
で
東
畑
精
一
さ
ん
の
記
念
館︵
東
畑
記
念
館
︶

が
あ
り
見
学
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
当

時
、
地
元
で
は
東
畑
四
兄
弟
︵
注
１
︶
を
知
ら

な
い
人
は
い
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

「
空
間
」「
構
成
」は
東
畑
謙
三
か
ら
生
ま
れ
た
？

岡
田　

東
畑
さ
ん
は
京
都
帝
国
大
学
を
卒
業

し
、
大
学
院
で
は
武
田
五
一
︵
注
２
︶
に
師
事

し
、有
名
な
﹁
東
方
文
化
学
院
京
都
研
究
所
︵
注

３
︶﹂
を
設
計
し
て
い
ま
す
。
そ
の
頃
は
ア
ー

ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
や
ユ
ー
ゲ
ン
ト
・
シ
ュ
テ
ィ
ー

ル
か
ら
次
の
時
代
に
入
り
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
登

場
し
た
頃
で
す
。
オ
ラ
ン
ダ
に
﹁
デ
・
ス
テ
ィ

ル
﹂
と
い
う
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
活

動
し
て
い
た
理
論
家
の
Ｔ
・
Ｖ
・
ド
ゥ
ー
ス
ブ

ル
フ
︵
注
４
︶
の
著
書
﹃
新
し
い
造
形
美
術
の

基
礎
概
念
﹄
と
い
う
建
築
の
構
成
論
を
述
べ
た

本
の
翻
訳
を
、
東
畑
さ
ん
が
手
掛
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
訳
さ
れ
た
文
中
に
﹁
空
間
﹂
や
﹁
構
成
﹂

と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を

最
初
に
言
葉
に
訳
し
た
の
が
東
畑
さ
ん
だ
っ
た

そ
う
で
す
。

荒
木　

初
め
て
知
り
ま
し
た
。

岡
田　

今
の
建
築
家
が
何
か
に
つ
け
て
使
う
非

常
に
便
利
な
言
葉
で
す
が
、
そ
も
そ
も
﹁
空

間
﹂
と
﹁
構
成
﹂
と
い
う
の
は
京
都
学
派
の
哲

学
者
で
あ
り
東
畑
さ
ん
の
義
兄
で
も
あ
る
三
木

清
︵
注
５
︶
の
助
言
を
得
て
訳
し
た
も
の
だ
っ

た
と
の
こ
と
。
し
か
し
三
木
氏
か
ら
、
建
築
論

に
の
め
り
込
ま
ず
、﹁
工
学
技
術
に
沿
っ
た
実

践
﹂
で
あ
る
本
当
の
建
築
を
造
る
ほ
う
が
大
事

だ
と
諭
さ
れ
、
建
築
家
の
道
を
進
ん
だ
そ
う
で

す
。た
だ
東
畑
さ
ん
も
学
者
の
血
筋
で
す
の
で
、

本
当
は
大
学
に
残
り
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
ね
。

産
業
社
会
と
組
織
の
展
開

岡
田　

東
畑
建
築
事
務
所
は
、
東
畑
さ
ん
が
戦

前
の
一
九
三
二
年
︵
昭
和
七
年
︶
に
創
業
し
、

当
時
は
一
〇
人
足
ら
ず
の
個
人
事
務
所
で
し

た
。
岩
井
商
店︵
現
＝
双
日
︶の
創
始
者
で
あ
っ

た
義
父
・
岩
井
勝
次
郎
の
影
響
も
あ
り
紡
績
・

製
鉄
な
ど
産
業
施
設
の
設
計
で
事
務
所
の
基
盤

を
つ
く
り
、
戦
後
も
引
き
続
き
、
紡
績
や
製
鉄

所
な
ど
産
業
施
設
を
中
心
に
仕
事
を
展
開
し
て

い
き
ま
し
た
。そ
の
後
、高
度
経
済
成
長
に
伴
っ

て
産
業
施
設
だ
け
で
な
く
公
共
建
築
や
都
市
再

開
発
な
ど
多
様
多
種
の
仕
事
に
対
応
す
る
必
要

が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
私
が
入
社
し

た
昭
和
三
六
年
︵
一
九
六
一
年
︶
の
前
年
か
ら

社
員
を
大
量
に
採
用
し
は
じ
め
、
組
織
事
務
所

に
移
行
し
て
い
き
ま
し
た
。
大
量
採
用
と
い
っ

て
も
そ
れ
ほ
ど
大
企
業
で
は
な
い
か
ら
、
せ
い

ぜ
い
一
〇
～
一
五
人
く
ら
い
な
の
で
す
が
、
そ

れ
ま
で
の
採
用
人
数
が
三
人
か
四
人
だ
っ
た
の

と
比
べ
る
と
急
激
に
組
織
事
務
所
へ
膨
張
し
て

い
く
と
い
う
時
代
の
走
り
に
私
が
入
っ
た
感
じ

で
す
。

森
本　

創
業
当
時
の
事
務
所
の
様
子
は
ど
の
よ

う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

岡
田　

小
規
模
な
事
務
所
の
時
代
は
、
所
員
は

心
の
内
に
は
﹁
先
生
﹂
と
自
覚
し
て
仕
え
て
い

た
よ
う
で
す
。
東
畑
さ
ん
に
対
す
る
態
度
も
、

私
よ
り
も
先
輩
た
ち
は
直
立
不
動
の
雰
囲
気
に

感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
私
た
ち
の
大
量
採
用
の

頃
に
な
る
と
、
先
生
と
一
対
一
で
話
を
す
る
と

い
う
こ
と
は
あ
ま
り
な
く
、
経
営
者
と
そ
の
事

務
所
で
働
く
社
員
と
い
う
現
代
企
業
の
パ
タ
ー

ン
が
あ
る
程
度
育
っ
て
き
て
お
り
、
先
生
で
あ

る
と
か
、
直
立
不
動
で
対
応
す
る
よ
う
な
こ
と

は
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

東
畑
建
築
事
務
所
の
「
工
場
建
築
」

荒
木　

戦
前
の
工
場
が
劣
悪
な
環
境
だ
っ
た
時

代
、
働
く
人
た
ち
が
合
理
的
に
働
け
る
よ
う
に

配
慮
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
ね
。

岡
田　

紡
績
工
場
で
は
、
く
み
取
り
便
所
が
当

た
り
前
だ
っ
た
時
代
に
社
員
寮
に
も
水
洗
便
所

を
採
用
し
て
い
ま
し
た
。
衛
生
上
非
常
に
グ

レ
ー
ド
が
高
い
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

荒
木　

紡
績
工
場
に
ペ
ア
ガ
ラ
ス
が
使
わ
れ
て

い
て
驚
き
ま
し
た
。

岡
田　

今
な
ら
当
た
り
前
の
製
品
で
す
が
、
当

時
の
レ
ベ
ル
か
ら
す
る
と
新
し
い
技
術
だ
っ
た

で
し
ょ
う
ね
。
そ
の
他
に
工
場
建
築
の
新
し
い

技
術
と
し
て
は
、
そ
れ
ま
で
の
大
規
模
な
紡
績

工
場
で
採
用
さ
れ
て
い
た
ト
ラ
ス
構
造
か
ら
、

単
材
の
Ｈ
型
鋼
を
提
案
し
た
こ
と
で
し
た
。
ト

ラ
ス
構
造
で
は
糸
く
ず
が
複
雑
な
ト
ラ
ス
の
鉄

骨
に
た
ま
り
や
す
く
、
掃
除
を
す
る
の
も
困
難

で
し
た
。
時
に
は
粉
塵
爆
発
を
起
こ
す
危
険
性

が
高
か
っ
た
の
で
す
が
、
単
材
の
Ｈ
型
鋼
で
つ

く
る
こ
と
で
表
面
積
が
少
な
く
な
り
、
粉
塵
が

た
ま
っ
て
も
除
去
す
る
の
が
簡
単
に
な
り
ま
し

た
。
昭
和
一
〇
年
代
初
め
の
こ
ろ
だ
と
推
測
さ

れ
ま
す
が
、
建
築
の
設
計
者
が
手
掛
け
た
工
場

は
違
う
と
紡
績
工
場
の
オ
ー
ナ
ー
た
ち
に
知
っ

て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。そ
れ
ら
の
技
術
が
、

東
畑
建
築
事
務
所
を
紡
績
工
場
の
設
計
に
お
い

て
第
一
人
者
に
押
し
上
げ
ま
し
た
。

荒
木　

技
術
に
裏
打
ち
さ
れ
た
新
し
い
も
の
を

造
り
続
け
た
こ
と
で
事
務
所
が
発
展
し
た
よ
う

建
築
人東

畑
謙
三

と
う
は
た
け
ん
ぞ
う

１
９
０
２
年	

三
重
県
生
ま
れ

１
９
２
６
年	

京
都
大
学
工
学
部
建
築
学
科

	

卒
業

１
９
２
９
年	

外
務
省
嘱
託
と
し
て
東
方
文
化	

	

学
院
京
都
研
究
所
設
計
に
携	

	

わ
る

１
９
３
２
年	

欧
米
建
築
視
察

１
９
３
２
年	

東
畑
謙
三
建
築
事
務
所
開
設

１
９
５
１
年	

組
織
変
更
に
よ
り
株
式
会
社
東	

	

畑
建
築
事
務
所
を
開
設
、
代
表	

	

取
締
役
に
就
任

１
９
８
２
年	

取
締
役
会
長
に
就
任

１
９
８
９
年	

紺
綬
褒
賞
受
賞

１
９
９
７
年	

取
締
役
名
誉
会
長
に
就
任

１
９
９
８
年	

永
眠
（
享
年
97
歳
）

kenchiku-bito
　

建
築
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
建
築
に
関
わ
る

人
に
焦
点
を
あ
て
掲
載
す
る
﹁
建
築
人
︵
け
ん

ち
く
び
と
︶﹂。
人
の
持
つ
魅
力
は
、
職
域
を
超

え
て
も
理
解
し
あ
え
る
と
考
え
ま
す
。
創
作
の

源
泉
や
姿
勢
、
人
生
哲
学
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

な
ど
を
垣
間
見
る
こ
と
で
、
共
感
で
き
る
気
づ

き
を
得
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

第
九
回
目
は
、﹁
東
畑
謙
三
と
東
畑
建
築
事

務
所
﹂
に
焦
点
を
あ
て
ま
す
。
創
始
者
の
個
性

が
色
濃
い
ア
ト
リ
エ
型
事
務
所
か
ら
徐
々
に
組

織
化
す
る
こ
と
が
多
い
大
規
模
設
計
事
務
所
に

お
い
て
、
当
初
か
ら
自
ら
を
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
な
ぞ
ら
え
、
社
会
に
貢
献
し

組
織
を
コ
ン
ダ
ク
ト
し
て
き
た
建
築
家
・
東
畑

謙
三
に
迫
り
、
そ
の
組
織
が
向
か
う
先
、
そ
し

て
支
え
る
﹁
人
﹂
に
焦
点
を
あ
て
る
た
め
、
元

大
阪
事
務
所
長
の
岡
田
聿
之
さ
ん
と
現
大
阪
事

務
所
長
の
米
井
寛
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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上段　上：呉羽紡績庄川工場
　　　下：H 型鋼による骨組
中段　ペアガラスを用いたハイサ
　　　イドライト断面図（中央毛
　　　糸紡績四日市工場）
下段　『待てしばしはない』
写真・資料提供　東畑建築事務所

上段　2007 年 11 月に武庫川女
　　　子大学「甲子園会館」で開
　　　催された「清林文庫」展
中段　大阪市立環境科学研究所
下段　千里ライフサイエンスセンター
写真・資料提供　東畑建築事務所
撮影　下段：荒木公樹

注 6　GJ Jul98 vol.12（1998 年
7 月発行）
注 7　布野修司監修　「待てしば
しはない」東畑謙三の光跡　日刊
建設通信新聞社（1999 年）
注 8　美術、工芸、建築、考古学、
文化史の諸分野にわたる古書を中
心とした 15,000 冊を越えるコレ
クション。このうち、建築書はお
よそ 1,500 冊で全体の約一割を
占める。ウィトルウィウス「建築
十書」イタリア語版初版やスカ
モッツイ「世界建築の思想」初版
等がある。

で
い
う
省
エ
ネ
環
境
配
慮
型
の
建
築
で
す
が
、

コ
ン
セ
プ
ト
に
間
違
い
が
な
け
れ
ば
若
い
人
に

で
も
や
ら
せ
て
み
よ
う
と
い
う
の
は
、
今
で
も

残
る
伝
統
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

荒
木　

環
状
線
に
乗
っ
て
い
た
ら
、
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
的
に
見
え
る
建
物
で
す
よ
ね
。

岡
田　

当
時
、
丹
下
健
三
さ
ん
の
﹁
旧
電
通
大

阪
支
社
﹂
や
、
坂
倉
準
三
さ
ん
の
﹁
塩
野
義
製

薬
中
央
研
究
所
﹂
と
言
っ
た
ブ
リ
ー
ズ
ソ
レ
イ

ユ
の
建
物
が
発
表
さ
れ
た
頃
で
し
た
。
そ
の
と

き
私
の
心
境
と
し
て
は
、﹁
一
度
は
コ
ル
ビ
ジ
ェ

み
た
い
な
も
の
を
﹂
と
い
う
の
が
あ
っ
た
の
で

す
が
︵
笑
︶、
全
く
同
じ
に
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
の
で
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｓ
Ｏ
Ｍ
の
ル
ー

バ
ー
の
使
い
方
も
参
考
に
し
ま
し
た
。

荒
木　

米
井
さ
ん
は
、﹁
千
里
ラ
イ
フ
サ
イ
エ

ン
ス
セ
ン
タ
ー
︵
一
九
九
二
年
︶﹂
に
携
わ
っ

た
と
伺
い
ま
し
た
。

米
井　

当
時
は
、
創
業
者
が
厳
し
く
目
を
光
ら

せ
て
い
た
時
代
か
ら
代
が
替
わ
っ
た
頃
だ
っ
た

ん
で
す
が
、
所
員
は
、
結
構
自
由
に
や
ら
せ
て

も
ら
っ
て
い
た
印
象
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、

設
計
品
質
と
い
う
こ
と
が
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
状

況
だ
っ
た
の
で
、
設
計
す
る
か
ら
に
は
形
を
残

し
た
い
、
風
景
を
創
り
た
い
と
い
う
心
意
気

が
、
設
計
者
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。
い
く
つ
も

の
案
の
中
か
ら
最
終
的
に
は
や
わ
ら
か
い
フ
ォ

ル
ム
が
選
ば
れ
ま
し
た
が
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

な
だ
ら
か
な
風
景
に
、
自
分
た
ち
が
デ
ザ
イ
ン

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

北　

ま
た
東
畑
さ
ん
は
、
趣
味
で
た
く
さ
ん
の

古
書
籍
や
中
国
陶
器
を
集
め
ら
れ
て
い
た
よ
う

で
す
ね
。

岡
田　

事
務
所
内
に
﹁
清
林
文
庫
︵
注
８
︶﹂

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
東
畑
さ
ん
が
、
建
築

は
も
と
よ
り
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
収
集
さ
れ

た
希
少
価
値
の
高
い
書
物
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

す
。
七
年
前
に
武
庫
川
女
子
大
学
で
展
覧
会
を

行
い
ま
し
た
。

米
井　

こ
れ
ら
は
会
社
所
有
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
か
な
り
貴
重
な
古
書
で
す
。

岡
田　

例
え
ば
空
間
に
オ
ブ
ジ
ェ
を
置
か
な
い

と
い
け
な
い
場
合
な
ど
、
経
験
が
な
い
か
ら
四

苦
八
苦
し
て
い
る
と
、
東
畑
さ
ん
が
﹁
清
林
文

庫
﹂
か
ら
参
考
に
な
る
も
の
を
持
っ
て
き
た
り

は
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
実
務
に
直
接
関
与
す

る
本
で
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。

駆
け
出
し
の
頃

荒
木　

岡
田
さ
ん
が
担
当
さ
れ
た
、﹁
大
阪
市

立
環
境
科
学
研
究
所
︵
一
九
七
四
年
︶﹂
に
つ

い
て
お
話
く
だ
さ
い
。

岡
田　

大
阪
市
の
設
計
委
託
を
受
け
た
建
築

で
、
東
西
面
に
長
く
、
直
射
日
光
を
遮
蔽
し
受

熱
量
を
軽
減
す
る
た
め
ブ
リ
ー
ズ
ソ
レ
イ
ユ
に

加
え
て
、
内
側
に
小
さ
な
ア
ル
ミ
ル
ー
バ
ー
も

設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
駆
け
出
し
だ
っ
た
私

の
計
画
案
を
、
東
畑
さ
ん
が
受
け
入
れ
ら
れ
て

実
現
し
た
非
常
に
印
象
に
残
る
建
物
で
す
。
今

に
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
と
し
て
は
、
珍
し

か
っ
た
で
す
ね
。

米
井　

不
二
建
設
と
い
う
ゼ
ネ
コ
ン
も
つ
く
っ

た
ん
で
す
よ
ね
。

岡
田　

終
戦
直
後
の
こ
と
で
設
計
だ
け
で
や
っ

て
い
て
も
仕
事
が
な
い
時
代
。
だ
か
ら
、
施
工

部
門
を
つ
く
り
、
設
計
業
務
の
手
助
け
を
し
よ

う
と
い
う
発
想
だ
と
思
い
ま
す
。
戦
時
中
使
っ

て
い
た
プ
レ
フ
ァ
ブ
方
式
を
応
用
し
た
パ
ネ
ル

式
の
住
宅
を
供
給
し
、
戦
災
復
興
に
寄
与
し

て
い
た
よ
う
で
す
。
た
だ
戦
後
の
状
況
が
落
ち

着
く
と
、
や
は
り
東
畑
さ
ん
は
設
計
が
し
た
い

と
の
こ
と
で
、
完
全
に
手
を
引
い
て
し
ま
い
ま

し
た
。

森
本　

建
築
家
と
い
う
一
つ
の
断
面
だ
け
で
は

語
れ
な
い
魅
力
を
感
じ
ま
す
。

米
井　

社
員
を
養
う
た
め
に
考
え
た
と
い
う
の

も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
事
業
家
的
な
野
心
も
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

森
本　

そ
の
他
に
も
、
様
々
な
公
職
を
歴
任
さ

れ
、
大
阪
万
博
で
は
、
建
設
顧
問
・
会
場
計
画

委
員
と
し
て
調
整
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
表
に
は

出
て
こ
な
い
と
こ
ろ
で
大
き
な
影
響
力
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
ね
。

岡
田　

設
計
事
務
所
だ
け
で
な
く
、
広
く
建
設

業
界
の
懸
案
事
項
も
東
畑
さ
ん
の
一
言
で
治

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
ら
し
い
で
す
。
会

社
以
外
で
の
社
会
へ
の
貢
献
も
大
き
く
、
利
害

関
係
の
立
場
で
は
な
く
、
公
平
に
も
の
が
言
え

る
人
と
い
う
こ
と
で
、
説
得
力
が
あ
っ
た
ん

に
お
会
い
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
オ
ー
ナ
ー
存
命
時
に
入
社
し
た
最
後
の
年

代
だ
と
感
じ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

米
井　

東
畑
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
後
、
ゆ
か

り
の
あ
る
所
員
が
書
い
た
追
悼
文
を
ま
と
め
、

社
内
誌
の
特
集
号
︵
注
６
︶
と
し
て
発
行
し
た

も
の
が
あ
り
ま
す
。

待
て
し
ば
し
は
な
い

中
澤　
﹁
待
て
し
ば
し
は
な
い
﹂︵
注
７
︶
と
は
、

東
畑
さ
ん
が
よ
く
言
わ
れ
て
い
た
言
葉
で
す
か
。

岡
田　

私
は
直
接
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
東
畑
さ
ん
は
せ
っ
か
ち
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。﹁
は
よ
決
め
ろ
﹂
と
。
だ
か
ら
﹁
待
て
し

ば
し
﹂は
、な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。ま
た﹁
最

高
の
技
術
者
た
る
者
は
時
間
が
な
い
と
言
い
訳

を
し
な
い
。
一
日
し
か
時
間
が
な
い
な
ら
、
一

日
で
や
る
。
一
時
間
し
か
な
け
れ
ば
、
一
時
間

で
仕
上
げ
る
方
法
を
考
え
る
の
が
最
高
の
技
術

者
で
あ
る
﹂
と
頭
の
痛
い
名
言
も
あ
り
ま
す
。

東
畑
謙
三
の
多
面
性

森
本　

東
畑
さ
ん
は
、
設
計
以
外
に
も
不
動
産

事
業
や
プ
レ
ハ
ブ
事
業
な
ど
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

岡
田　

我
が
社
の
不
動
産
部
門
で
清
林
社
と
い

う
の
が
あ
り
ま
す
。
要
は
、
本
格
的
な
事
業
で

な
く
設
計
業
務
を
手
助
け
す
る
た
め
の
組
織
と

い
う
位
置
付
け
で
す
。
現
役
所
員
の
と
き
に
株

を
購
入
さ
せ
て
、
そ
の
資
金
で
不
動
産
運
用
を

行
い
、
退
職
し
た
時
に
年
金
的
に
使
え
る
よ
う

岡
田　
﹁
ワ
イ
シ
ャ
ツ
は
袖
口
か
ら
ほ
ん
の
少

し
白
い
の
が
出
て
い
る
の
が
気
品
あ
り
、
あ
ま

り
出
し
過
ぎ
て
も
い
け
な
い
し
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ

の
袖
が
出
て
い
な
い
の
も
お
か
し
い
﹂、﹁
人
間

の
手
は
ピ
ン
角
を
造
ら
な
い
﹂、﹁
ナ
マ
ズ
を
の

せ
る
に
は
丸
い
皿
。
四
角
い
豆
腐
の
上
に
は
の

ら
な
い
﹂
な
ど
。
そ
う
い
う
言
い
方
で
ヒ
ン
ト

を
与
え
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
。

森
本　

直
接
的
で
な
い
だ
け
に
逆
に
心
に
残
り

ま
す
ね
。

岡
田　

中
に
は
﹁
魚
は
頭
か
ら
腐
る
﹂
と
組
織

の
在
り
方
に
つ
い
て
も
。
設
計
だ
け
で
な
く
経

営
倫
理
ま
で
具
体
的
な
指
摘
を
せ
ず
に
、
エ
ピ

グ
ラ
ム
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

米
井　

私
が
入
社
し
た
と
き
は
ま
だ
ご
健
在

で
、
ち
ょ
う
ど
祖
父
と
同
じ
く
ら
い
の
年
で
し

た
か
ら
孫
の
顔
を
見
に
き
た
か
の
よ
う
で
し

た
。﹁
ビ
タ
ミ
ン
を
取
り
に
来
た
﹂
と
か
言
い

な
が
ら
ね
。

岡
田　

東
畑
さ
ん
は
一
九
九
八
年
︵
平
成
一
〇

年
︶
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
実
際
に
仕
事

上
で
の
接
点
が
あ
っ
た
の
は
米
井
君
の
世
代
ま

で
で
、
そ
れ
よ
り
後
の
人
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。

中
澤　

事
務
所
に
は
何
年
頃
ま
で
来
ら
れ
て
い

ま
し
た
か
？

米
井　

確
か
一
九
九
〇
年
代
前
半
ま
で
で
す
ね
。

森
本　

ち
な
み
に
私
が
東
畑
建
築
事
務
所
に
入

社
し
た
の
は
一
九
九
八
年
四
月
。
そ
の
年
の
四

月
二
九
日
に
東
畑
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
た
め

る
範
囲
に
お
い
て
他
人
よ
り
も
一
歩
先
に
進
む

こ
と
を
説
か
れ
て
い
ま
し
た
。
力
量
を
見
抜
く

こ
と
に
つ
い
て
は
目
が
利
き
、
若
い
所
員
に
も

﹁
君
、
担
当
だ
。
や
っ
て
み
ろ
﹂
と
仕
事
を
任

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
東
畑
さ
ん
の
大
き
な
傘

の
庇
護
の
下
に
自
由
に
や
ら
せ
る
と
い
う
雰
囲

気
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
た
だ
し
、
そ
の
傘
か

ら
飛
び
出
す
と
、
爆
弾
が
落
ち
た
ら
し
い
の
で

す
が
ね
。
今
の
東
畑
建
築
事
務
所
に
も
そ
の
伝

統
は
残
さ
れ
て
い
て
﹁
責
任
は
持
つ
か
ら
と
に

か
く
や
っ
て
み
ろ
﹂
と
い
う
自
由
な
雰
囲
気
が

あ
り
ま
す
ね
。

槍
持
ち
の
雪
隠
（
せ
っ
ち
ん
）

岡
田　

東
畑
さ
ん
も
年
齢
と
と
も
に
実
務
に
は

携
わ
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
時
折
、
設
計
室

に
上
が
っ
て
こ
ら
れ
、
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
と

い
う
感
じ
で
見
回
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
図
面

に
つ
い
て
細
か
な
指
示
は
出
さ
れ
ず
、
気
に
な

る
部
分
を
さ
り
げ
な
く
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

森
本　

た
と
え
ば
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
。

岡
田　

細
長
い
お
か
し
な
プ
ラ
ン
を
描
い
て
い

る
と
﹁
こ
れ
は
鰻
の
寝
床
や
な
﹂、
無
駄
に
大

き
な
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
っ
て
い
る
と
﹁
槍
持
ち

の
雪
隠
︵
せ
っ
ち
ん
︶
や
な
﹂
な
ど
、
そ
う
い

う
例
え
話
に
引
っ
掛
け
る
。
ち
ょ
っ
と
ス
ケ
ー

ル
ア
ウ
ト
し
て
い
る
図
面
を
見
か
け
る
と
そ
う

い
う
例
え
話
を
持
ち
出
し
て
、
お
か
し
い
と
い

う
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

森
本　

そ
の
ほ
か
に
は
あ
り
ま
す
か
。

も
う
一
つ
理
由
が
あ
り
、
駆
け
出
し
の
若
い
所

員
が
﹁
先
生
﹂
と
お
だ
て
ら
れ
て
間
違
っ
た
取

引
に
応
じ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
自
分
た
ち

は
﹁
先
生
﹂
で
は
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
教

え
る
と
い
う
意
味
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
倫
理

に
厳
し
く
、
利
害
関
係
者
と
の
付
き
合
い
を
禁

止
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
所
員
は
現

場
の
休
憩
中
に
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
を
勧
め
ら
れ

て
も
、﹁
先
生
に
破
門
さ
れ
る
﹂
と
辞
退
し
て

い
ま
し
た
。

森
本　

徹
底
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

岡
田　

東
畑
さ
ん
は
建
築
家
や
芸
術
家
と
い
う

の
は
、
周
囲
の
人
が
評
価
し
て
付
け
る
名
前
で

あ
り
、
本
人
が
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
で
や
る
も

の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

自
分
自
身
の
こ
と
を
建
築
家
と
い
う
よ
り
も
、

実
際
の
具
体
的
な
モ
ノ
を
構
成
す
る
技
師
で
あ

る
、
と
よ
く
仰
っ
て
い
ま
し
た
。
建
築
を
さ
ま

ざ
ま
な
要
素
に
分
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
求
め
ら

れ
る
機
能
に
応
え
つ
つ
合
理
的
な
立
体
と
し

て
構
成
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。

自
発
的
な
成
長
を
促
す
教
え

森
本　

東
畑
さ
ん
か
ら
具
体
的
に
設
計
や
製
図

に
つ
い
て
の
教
え
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

岡
田　

あ
ま
り
な
か
っ
た
で
す
ね
。
建
築
の
設

計
と
い
う
の
は
、
自
分
で
勉
強
す
る
も
の
で
あ

り
、
人
か
ら
教
え
て
も
ら
う
も
の
で
は
な
い
の

だ
と
。
自
発
的
な
成
長
を
促
し
、
自
分
の
考
え

で
す
が
、
同
時
期
の
他
の
設
計
事
務
所
と
の
違

い
、
特
色
と
い
う
の
は
出
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
？

岡
田　

戦
時
中
は
現
在
の
よ
う
に
様
々
な
用
途

の
建
築
が
同
時
期
に
あ
る
時
代
で
は
な
く
、
技

術
力
の
必
要
な
建
物
が
大
半
で
し
た
。だ
か
ら
、

当
時
は
技
術
力
の
切
磋
琢
磨
が
あ
り
、
鋼
材
が

不
足
す
る
時
代
に
戦
闘
機
の
格
納
庫
を
三
〇

メ
ー
ト
ル
ス
パ
ン
の
木
造
ト
ラ
ス
で
造
っ
た
り

し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
戦
後
の
技
術
の
蓄
え

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

組
織
の
先
駆
け
／
構
成
技
師

岡
田　

当
時
、
個
人
名
が
付
い
た
事
務
所
の
創

業
者
を
大
抵
は
﹁
先
生
﹂
と
呼
ん
で
い
た
の

で
す
が
、﹁
私
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
コ
ン
ダ
ク

タ
ー
み
た
い
な
も
の
だ
﹂
と
よ
く
仰
っ
て
ま
し

た
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
構
成
員
は
各
楽
器
の
専

門
家
で
あ
り
、
そ
の
楽
器
に
関
し
て
は
コ
ン
ダ

ク
タ
ー
以
上
の
技
量
を
持
っ
て
い
ま
す
。
東
畑

さ
ん
は
﹁
私
は
こ
れ
を
コ
ン
ダ
ク
ト
し
て
、
よ

り
高
次
の
意
味
で
私
の
カ
ラ
ー
を
発
揮
し
、
建

築
を
構
成
す
る
の
だ
﹂
と
自
分
以
上
の
技
量
を

持
つ
者
達
を
ま
と
め
る
こ
と
が
役
目
だ
と
捉
え

ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
教
え
る
の
で
は
な
く

コ
ン
ダ
ク
ト
す
る
こ
と
が
役
割
な
の
で﹁
先
生
﹂

と
は
呼
ば
さ
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

森
本　

組
織
的
な
視
点
を
早
く
か
ら
持
っ
て
お

ら
れ
た
の
で
す
ね
。

岡
田　
﹁
先
生
﹂
と
は
呼
ば
せ
な
い
こ
と
に
は
、
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東畑建築事務所では真庭市に本社
をおく木質加工会社など地元企業
協力のもと、「地産地消」を一命
題に掲げた設計に取り組んでい
る。「真庭市役所本庁舎（2011
年竣工）」では、内外装や家具・
照明器具にいたるまで真庭産木
材を活用し木質豊かなインテリア
となっている。「真庭市役所前バ
ス待合所（2014 年竣工）」では、
CLT（Cross Laminated Timber）
材独特の断面を現しとし、日本
初の CLT を体感できる建築物と
なっている。

て
か
ら
、
風
船
を
使
っ
て
室
内
の
風
通
し
の
効

果
を
実
感
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
楽

し
み
な
が
ら
学
べ
る
よ
う
に
工
夫
す
る
と
、
子

ど
も
た
ち
は
す
ご
く
関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
の

で
す
よ
。

共
感
す
る
建
築

牧
野　

創
立
八
〇
周
年
の
作
品
集
︵
注
９
︶
を

米
井
さ
ん
か
ら
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
巻

頭
で
﹁
共
感
す
る
建
築
﹂
と
い
う
文
章
が
あ
り

ま
す
。

米
井　

私
が
書
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、﹁
施

主
と
の
間
の
共
感
﹂、﹁
社
員
同
士
の
共
感
﹂、

そ
れ
か
ら
当
然
、
現
場
に
出
れ
ば
﹁
施
工
者
と

の
共
感
﹂
と
い
う
ふ
う
に
、
向
か
う
べ
き
目
的

を
理
解
し
て
、
お
互
い
に
共
感
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
重
要
だ
と
い
う

話
に
至
り
ま
し
た
。
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

紹
介
は
、
ど
う
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
こ
の
建
物
が

出
来
上
が
っ
た
か
、
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
紙
面
を
意
図
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
し
ま
し
た
。

若
手
の
勢
い

牧
野　
﹁
建
築
と
社
会
﹂
で
も
特
集
︵
注
10
︶

が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

米
井　

同
時
期
に
二
つ
雑
誌
に
特
集
を
出
す
こ

と
に
な
っ
た
の
で
、
編
集
方
針
を
大
き
く
変
え

る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
広
瀬
君
た
ち
若
手
が

中
心
に
な
っ
て
編
集
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

広
瀬　

表
紙
タ
イ
ト
ル
﹁U

-35

の
ま
な
ざ
し
﹂

エ
コ
改
修
事
業
へ
の
展
開

河
野　

改
修
分
野
で
何
か
取
り
組
ま
れ
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

米
井　

二
〇
〇
四
年
に
環
境
計
画
室
と
い
う
部

署
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
環
境
と
い
え

ば
省
エ
ネ
な
ど
設
備
だ
け
で
対
処
す
る
こ
と
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
環
境
計
画
室
は
、
建
築

と
設
備
を
横
断
的
に
取
り
扱
い
ま
す
。
そ
こ
で

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
一
つ
が
学
校
の
エ
コ
改
修

で
す
。
環
境
省
の
補
助
事
業
で
﹁
学
校
エ
コ
改

修
と
環
境
教
育
事
業
﹂
と
い
う
も
の
が
あ
る
の

で
す
が
、
全
国
の
モ
デ
ル
事
業
の
内
の
三
割
近

く
を
受
注
し
ま
し
た
。

河
野　

環
境
に
対
し
て
ユ
ー
ザ
ー
に
興
味
を

も
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
も
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
ね
。

米
井　

こ
の
事
業
で
は
、
単
な
る
省
エ
ネ
改
修

だ
け
で
な
く
、
環
境
学
習
に
も
力
を
い
れ
て
い

ま
す
。
教
職
員
や
地
域
の
方
を
対
象
に
改
修
設

計
の
課
題
に
つ
い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
っ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
に
工
事
現
場
を
見
学

し
て
も
ら
っ
た
り
、
出
来
上
が
っ
て
か
ら
は
効

果
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
し
て
い
ま
す
。
単
な
る

耐
震
改
修
だ
け
で
は
な
く
、
そ
う
い
う
一
連
の

エ
コ
改
修
事
業
の
実
績
は
積
み
重
な
っ
て
き
て

い
ま
す
ね
。

中
澤　

環
境
学
習
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す

か
？

米
井　

例
え
ば
、
子
ど
も
た
ち
に
エ
コ
改
修
の

し
く
み
を
ク
イ
ズ
形
式
で
教
え
た
り
、
完
成
し

中
澤　

そ
れ
を
各
担
当
者
が
工
夫
し
て
、
ア
レ

ン
ジ
し
て
い
く
と
い
う
形
な
ん
で
す
ね
。

岡
田　

そ
う
で
す
ね
。

中
澤　

標
準
図
を
、
個
別
の
物
件
ご
と
に
ア
レ

ン
ジ
し
て
使
っ
た
と
き
に
不
具
合
が
出
る
場
合

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
場
合
、
現
場
で
の

対
処
方
法
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
設
計
の
部
署
へ

伝
達
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

米
井　

シ
ス
テ
ム
上
は
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

シ
ー
ト
を
書
き
、
全
員
で
共
有
す
る
と
い
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
が
体
験
し

な
い
と
分
か
ら
な
い
と
考
え
、
設
計
担
当
者
に

で
き
る
だ
け
監
理
を
さ
せ
て
い
ま
す
。
当
社
に

は
﹁
監
理
部
﹂
と
い
う
監
理
専
門
の
部
署
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
こ
で
は
配
筋
検
査
な
ど
、
設
計

図
が
確
実
に
施
工
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
設
計
者
の
立
場
で
監
理
を

す
る
と
い
う
こ
と
を
推
奨
し
て
い
て
、
若
い
う

ち
に
一
回
は
常
駐
監
理
に
も
行
か
せ
て
や
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
澤　

一
つ
の
物
件
を
設
計
か
ら
監
理
ま
で
す

る
こ
と
が
一
番
の
経
験
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

米
井　

作
図
手
段
が
手
書
き
か
ら
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
変

わ
り
、
他
の
物
件
の
デ
ィ
テ
ー
ル
を
コ
ピ
ー
し

て
使
う
こ
と
が
容
易
に
な
る
と
と
も
に
、
そ
の

デ
ィ
テ
ー
ル
で
ど
こ
か
で
事
故
が
起
き
て
も
そ

の
情
報
が
伝
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
再
度
同
じ
間

違
い
を
起
こ
し
て
し
ま
う
危
険
性
も
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
確
実

に
行
う
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

し
た
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
い
う
か
、
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し

た
。
も
っ
と
も
、
僕
は
ま
だ
若
か
っ
た
の
で
、

上
の
人
た
ち
と
の
チ
ー
ム
全
体
の
共
同
作
業
で

つ
く
っ
た
シ
ル
エ
ッ
ト
だ
し
、
予
算
に
納
め
る

た
め
に
全
面
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
の
案
が
現
在

の
タ
イ
ル
仕
上
げ
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
も
あ

り
ま
し
た
。

東
畑
建
築
事
務
所
の
今

荒
木　

今
、
東
畑
建
築
事
務
所
は
、
所
員
が
何

名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

米
井　

全
体
で
、
正
社
員
は
二
八
〇
名
く
ら
い

で
す
ね
。そ
の
う
ち
大
阪
に
半
分
近
く
い
ま
す
。

大
阪
以
外
に
は
東
京
、
名
古
屋
、
九
州
に
事
務

所
が
あ
り
ま
す
。
大
阪
が
発
祥
で
も
東
京
へ
拠

点
を
移
す
会
社
が
あ
り
ま
す
が
、
今
と
な
っ
て

は
大
阪
に
拠
点
が
あ
る
と
い
う
の
は
ユ
ニ
ー
ク

で
い
い
か
な
と
思
い
ま
す
ね
。

奥
河　

組
織
事
務
所
や
ゼ
ネ
コ
ン
設
計
部
に
は

標
準
デ
ィ
テ
ー
ル
集
な
ど
が
あ
る
よ
う
で
す

が
、
こ
ち
ら
に
も
あ
り
、
そ
れ
は
東
畑
さ
ん
の

特
色
が
出
た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
？ 

岡
田　

標
準
図
と
い
う
の
は
、
個
人
の
好
み
や

癖
が
入
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
当
た
り
前

の
こ
と
を
間
違
い
な
く
出
来
る
よ
う
に
基
礎
的

な
も
の
を
図
面
化
し
た
も
の
で
す
。
口
で
は
伝

え
に
く
い
こ
と
も
図
面
を
見
れ
ば
す
ぐ
分
か
る

よ
う
に
ね
。
だ
か
ら
、
ど
こ
の
会
社
の
も
の
も

概
ね
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

寧楽美術館

撮影：母倉知樹
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上段　岡田聿之氏
中段　米井寛氏
撮影　上段・中段：田籠哲也

岡田聿之
1937年	大阪府生まれ
1961年	大阪市立大学工学部建
	 築学科卒業　
1961年	㈱東畑建築事務所入社
2011年	同社退職

米井　寛
1959年	岡山県生まれ
1984年	大阪大学大学院工学研究	
	 科建築工学専攻修了
1984年	株式会社東畑建築事務所	
	 入社
現在	 同社取締役常務執行役員	
	 大阪事務所長

聞き手
森本雅史、広瀬和也、中澤博史、
北聖志、河野学、奥河歩美、牧野
隆義、荒木公樹（責任編集人）

注 9　『近代建築』2013 年 1 月号 
特集 東畑建築事務所創立 80 周年
注 10　『建築と社会』2013 年 1
月号 東畑建築事務所創立 80 周年
特集「U-35 のまなざし」
注 11　岡田孝男（1898 〜 1992）
建築家　1925 年京都帝国大学卒
業。在学中武田五一に師事。茶室
研究の第一人者であり帝塚山学院
大学教授を務める。著書に「茶室
平面集」学芸出版社など。
注 12　 藤 井 厚 二（1888-1938）
建築家　1913 年東京帝国大学卒
業。竹中工務店に就職後、京都帝
国大学教授に就任。環境工学への
関心が高く「聴竹居」は、近代住
宅建築の名作として名高い。　
注 13　浦辺鎮太郎が「あらゆる
点で『モデスト』である東畑建築
事務所」と題した記事を「建築と
社会」にて寄稿。

　

そ
し
て
岡
田
さ
ん
は
そ
の
後
、
東
畑
建
築
事

務
所
の
門
を
た
た
く
。﹁
東
畑
さ
ん
も
一
切
知

ら
ず
、
こ
ち
ら
も
知
ら
な
い
つ
も
り
で
面
接
を

受
け
た
の
だ
け
ど
後
で
、﹃
お
ま
え
、
あ
の
と

き
の
小
僧
か
﹄
っ
て
言
わ
れ
て
ね
え
﹂。
と
懐

か
し
そ
う
に
笑
う
。﹁
岡
田
さ
ん
、
な
ぜ
東
畑

建
築
事
務
所
に
勤
め
よ
う
と
思
っ
た
ん
で
す

か
﹂
と
聞
い
て
み
た
。﹁
当
時
、
激
動
の
時
代

に
あ
っ
て
﹃
モ
デ
ス
ト
﹄︵
注
13
︶
す
な
わ
ち

中
庸
な
事
務
所
は
か
え
っ
て
ユ
ニ
ー
ク
だ
っ

た
﹂
と
の
こ
と
。
し
か
し
﹁
た
し
か
に
美
術
建

築
へ
の
憧
れ
も
あ
っ
た
︵
笑
︶﹂
と
も
一
言
。

美
術
建
築
と
産
業
建
築
の
両
極
が
選
択
肢
と
し

て
あ
っ
た
こ
と
に
時
代
性
を
感
じ
た
。

　

岡
田
さ
ん
の
自
邸
に
は
事
務
所
を
辞
め
た
後

も
何
度
か
お
邪
魔
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
さ

り
げ
な
く
出
て
く
る
武
田
博
士
が
つ
く
っ
た
と

い
わ
れ
る
茶
碗
や
掛
軸
。
本
棚
に
は
貴
重
な
書

籍
が
並
び
、
奥
に
は
茶
室
が
あ
る
。
建
築
の
世

界
と
趣
味
の
世
界
を
両
立
し
て
い
た
東
畑
謙
三

氏
と
同
じ
よ
う
に
、
岡
田
さ
ん
も
そ
の
遺
伝
子

を
引
き
継
い
で
組
織
の
中
に
い
な
が
ら
も
、
仕

事
の
枠
に
と
ど
ま
ら
な
い
人
生
や
生
活
の
豊
か

さ
と
は
何
か
を
教
え
て
く
れ
て
い
た
こ
と
を
、

今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
改
め
て
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
。︵
森
本 

雅
史
︶

　
　

二
〇
一
四
年
二
月
一
八
日

東
畑
建
築
事
務
所
大
阪
事
務
所
に
て

続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
組
織
以
外
で
仕
事
を
さ

れ
て
い
る
方
も
多
く
、
改
め
て
弊
社
を
捉
え
直

す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　

岡
田
さ
ん
の
父
親
は
茶
室
研
究
の
権
威
で
も

あ
る
岡
田
孝
男
氏
︵
注
11
︶
で
あ
り
、
京
都
帝

国
大
学
時
代
に
東
畑
謙
三
氏
と
親
交
が
あ
っ

た
。
当
時
教
授
だ
っ
た
武
田
五
一
博
士
は
、
建

築
設
計
の
依
頼
が
く
る
と
教
育
的
な
観
点
も

あ
り
大
学
に
在
籍
す
る
学
生
か
ら
助
手
を
探

し
た
よ
う
だ
。
東
畑
氏
は
京
大
の
東
方
文
化
学

院
京
都
研
究
所
を
完
成
後
、
武
田
博
士
の
元
を

離
れ
た
が
、
岡
田
孝
男
氏
は
、
大
学
に
席
を
置

き
武
田
博
士
の
私
設
助
手
的
存
在
で
あ
っ
た
。

当
時
の
写
真
を
拝
見
す
る
と
、
藤
井
厚
二
教
授

︵
注
12
︶
も
一
緒
に
写
っ
て
い
た
の
が
印
象
的

だ
っ
た
。

　

ま
た
岡
田
さ
ん
は
幼
少
の
頃
、
東
畑
氏
と

会
っ
て
お
り
入
社
後
﹁
お
ま
え
の
と
こ
ろ
行
っ

て
、
セ
ミ
、
採
っ
て
や
っ
た
﹂
と
言
わ
れ
た
と

笑
う
。﹁
一
〇
人
会
﹂
と
い
う
会
だ
っ
た
よ
う

だ
が
、
卒
業
年
次
が
異
な
っ
て
も
気
の
合
う

人
た
ち
一
〇
人
が
集
ま
っ
て
、
持
ち
回
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅
で
集
ま
り
を
や
っ
て
い
た
よ

う
だ
。

だ
ろ
う
。﹂
と
か
言
っ
て
却
下
し
た
ん
で
す
。

広
瀬　

中
身
も
そ
う
い
う
モ
チ
ー
フ
で
レ
イ
ア

ウ
ト
も
考
え
て
い
た
の
に
、
一
気
に
崩
さ
れ
て

︵
笑
︶

森
本　

私
が
在
籍
し
た
時
に
始
め
た
、
若
手
の

勉
強
会
の
レ
ポ
ー
ト
も
あ
り
ま
し
た
。
二
〇
回

を
数
え
る
ま
で
続
い
て
い
る
よ
う
で
う
れ
し
い

で
す
。
勢
い
を
感
じ
ま
す
ね
。

米
井　

元
気
の
よ
い
若
手
が
増
え
て
き
た
の

で
、
お
も
し
ろ
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

東
畑
謙
三
か
ら
引
き
継
が
れ
た
も
の

森
本　

最
後
に
、
東
畑
謙
三
イ
ズ
ム
を
引
き
継

い
で
い
る
と
感
じ
る
部
分
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い

て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

米
井　

東
畑
さ
ん
は
、
例
え
ば
村
野
藤
吾
さ
ん

の
よ
う
な
建
築
家
が
手
掛
け
る
建
物
を
美
術
建

築
と
呼
び
、
一
方
、
自
分
た
ち
の
建
物
は
産
業

建
築
だ
と
い
う
ふ
う
に
理
解
し
て
い
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
建
築
思
潮
を
リ
ー
ド
す
る
建
築
表

現
と
は
一
線
を
画
し
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
利
益

を
最
大
化
で
き
る
よ
う
な
技
術
に
裏
付
け
さ
れ

た
設
計
を
目
指
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。設
計
は
個
人
の
表
現
で
は
あ
り
ま
す
が
、

建
築
主
を
大
切
に
す
る
姿
勢
や
清
新
な
技
術
を

優
位
に
置
こ
う
と
す
る
気
風
は
今
の
事
務
所
に

も
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
岡
田
さ
ん
の
よ
う
な
先
輩
方
が
事
務
所

か
ら
お
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
か
つ
て
の

進
取
の
気
概
の
よ
う
な
も
の
を
忘
れ
ず
に
持
ち

の
と
お
り
、
入
社
一
〇
年
未
満
の
三
五
歳
以
下

で
つ
く
り
ま
し
た
。
東
畑
建
築
事
務
所
を
学
生

に
近
い
目
線
で
紹
介
し
た
い
と
進
め
た
企
画
で

す
。
企
画
・
取
材
等
自
分
た
ち
で
考
え
て
、
最

後
に
チ
ェ
ッ
ク
だ
け
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

荒
木　

表
紙
が
気
に
な
る
の
で
す
が
、
こ
の
意

図
を
説
明
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

広
瀬　

実
際
は
﹃
建
築
と
社
会
﹄
の
表
紙
で
は

な
く
て
、
社
内
外
に
配
布
す
る
た
め
だ
け
の
表

紙
で
す
。
若
手
そ
れ
ぞ
れ
が
が
ん
ば
っ
て
い
る

こ
と
を
表
現
し
た
い
と
思
い
、
全
国
のU

-35

に
呼
び
か
け
日
頃
描
い
て
い
る
ス
ケ
ッ
チ
を
集

め
ま
し
た
。
意
匠
部
だ
け
で
な
く
、
構
造
部
、

設
備
部
な
ど
声
を
か
け
た
ら
、
意
外
と
集
ま
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
全
員
の
手
書
き
の
ス
ケ
ッ

チ
を
、
並
べ
た
も
の
で
す
。

岡
田　

こ
のU

-35

の
冊
子
を
以
前
見
て
﹁
東

畑
事
務
所
っ
て
若
い
人
ば
か
り
な
の
か
な
﹂
っ

て
思
わ
れ
る
の
で
は
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
。

広
瀬　

中
々
な
い
機
会
で
し
た
の
で
、
若
手
も

自
ら
の
仕
事
を
社
会
へ
発
信
す
る
こ
と
に
没
頭

し
ま
し
た
。

岡
田　
﹁
元
気
の
い
い
事
務
所
に
頼
み
た
い

な
﹂
と
い
う
の
と
、﹁
こ
れ
は
、
ち
ょ
っ
と
怖

い
な
﹂
と
い
う
の
と
の
瀬
戸
際
だ
な
︵
笑
︶。

荒
木　

で
も
、
楽
し
そ
う
で
す
ね
。

米
井　

タ
イ
ト
ル
は
﹁U

-35

の
ま
な
ざ
し
﹂

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
最
初
、
若
手
が
考
え
て

来
た
タ
イ
ト
ル
は
﹁
東
畑
の
芽
﹂
だ
っ
た
か
な
。

﹁
お
ま
え
た
ち
、
芽
か
。
も
っ
と
た
く
ま
し
い

大阪市立大学理系学舎

撮影：時空アート
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作 品

富士フィルム大阪支店

196

010200020991089107910691059104910391
1932　五・一五事件 1940　日独伊三国同盟 1951　サンフランシスコ講和会 1960　カラーテレビ本放送開始 1970　日本万国博覧会開幕 1980　イラン・イラク戦争勃発 1990　バブル経済 2001　アメリカ同時多発テロ事件 2010　小惑星探査機「はやぶさ」

東畑謙三・東畑建築事務所年譜

社 会

1933　日本が国際連盟を脱退、大
阪市営地下鉄御堂筋線梅田－心斎橋
間開通（日本初の地下鉄）
1936　二・二六事件
1937 日中戦争始まる

1941　日本対米英宣戦布告
1943　学徒出陣
1945　広島・長崎に原爆投下、第
二次世界大戦終結
1947 日本国憲法施行

議、日米安全保障条約
1954　三種の神器（冷蔵庫・洗濯
機・掃除機）ブーム
1955　尺貫法廃止メートル法統一
1958 東京タワ 完成

1963　テレビ衛星中継、ケネディ
大統領暗殺事件
1964　東京オリンピック
1966　日本の人口１億人突破
1967 非核三原則

1972　沖縄返還
1973　オイルショック
1975　ベトナム戦争終結
1976　ロッキード事件
1978 新東京国際空港開港

1982　東北新幹線開通
1985　日航機123便御巣鷹山墜落
1986　チェルノブイリ事故
1988　青函トンネル、瀬戸大橋開
通

1991　湾岸戦争勃発、ソビエト連
邦崩壊
1995　阪神・淡路大震災、地下鉄
サリン事件
1997 地球温暖化防止京都会議京

2004　スマトラ島沖地震
2005　構造計算書偽装問題
2007　米でサブプライムローン問
題が浮上
2009 民主党大勝利で政権交代

帰還
2011　東日本大震災福島原子力発
電所事故
2012　山中伸弥ノーベル医学・生
理学賞1937　日中戦争始まる

1939　第二次世界大戦
1947　日本国憲法施行
1949　湯川秀樹ノーベル物理学賞

1958　東京タワー完成
1959　伊勢湾台風

1967　非核三原則
1969　アポロ11号月面着陸成功

1978　新東京国際空港開港
1979　東京サミット

通
1989　昭和天皇崩御、ベルリンの
壁崩壊

1997　地球温暖化防止京都会議京
都議定書（COP3）採択

2009　民主党大勝利で政権交代
  

理学賞

1933　ブルーノ・タウト来日
1935 磨き板ガラスの製造開始

1941　住宅営団設立
1942 アルバ ト・カ ン 没

1950　建築基準法・建築士法公
布 住宅金融公庫発足 日本工業規

1960　世界デザイン会議、「メタ
ボリズム・グル プ」結成 前川國

1971　環境庁設置
1972 労働安全衛生法公布

1981　新耐震基準公布、住宅・都
市整備公団発足

1990　一般公共事業外国企業の参
入本格化

2000　住宅品質確保促進法施行
2004 景観法公布

2012　東京スカイツリー

建 築

1935　磨き板ガラスの製造開始
1936　「建築雑誌」発刊
1938　商工省築造工作物の鉄鋼使
用を全面的に禁止、東京オリンピッ
ク大会中止、

1942　アルバート・カーン 没
1945　前川國男「プレモス住宅」
（木造組立住宅）
1947　浜口隆一「ヒューマニズム
の建築」

布、住宅金融公庫発足、 日本工業規
格（JIS）制定
1951　公営住宅法公布
1955　日本住宅公団発足、ル・コ
ルビュジエ来日

ボリズム・グループ」結成、前川國
男「京都会館」
1962　第1次マンションブーム
1964　千里ニュータウン
1967　フランク・ロイド・ライト

1972　労働安全衛生法公布
1974　国土利用計画法公布、国土
庁発足
1977　建築家賠償責任保険制度新
発足

市整備公団発足
1982　建設業許可業者数50万突破
1984　村野藤吾 没、建築士法改正
1986　前川國男 没
1987　新日本建築家協会設立

入本格化
1996　耐震改修促進法施行
1998　建築基準法抜本改正（建築
確認・検査の民間開放）性能規定な
どによる規制の合理化、中間検査の

2004　景観法公布
2007　建築基準法一部改正（建築
確認・検査の厳格化、指定確認検査
機関の業務の適正化、建築士等の業
務の適正化及び罰則の強化、他）

1949　建設省発足 1956　日本建築家協会結成 設計「帝国ホテル」取り壊し
1968　都市計画法公布

導入他）

1990　三重県議会棟
1991　りそな銀行本店、大同生

2000　さいたま新都心合同庁舎、
京都府警察学校

2010　函館競馬場スタンド等整備
工事、武田薬品工業研修所・宿泊棟

1933　東亜紡織楠工場
東畑謙三建築事務所の作品第一号。

1940　呉羽化成錦工場、徳山曹達
電解工場

1950　神戸博覧会外国館
戦災復興間もない時期に開催された

1960　繭山竜泉堂、大阪府立大学
図書館、神戸銀行尼崎支店

1970　大阪駅前市街地改造事業第1
棟

1980　鈴鹿市立図書館
1981　静岡中央警察署庁舎・消防

命・興亜火災ビル
1992　広島広域公園陸上競技場広
島ビックアーチ、草津市庁舎、千里
ライフサイエンスセンター
1993 大阪市立総合医療センタ

2001　大阪府民共済本部ビル、北
九州市消防局、帝塚山大学
2002　滋賀県立成人病センター
2003　神奈川県立保健福祉大学、
独立行政法人労働者健康福祉機構 関

2011　みなとみらいグランドセン
トラルタワー、社会医療法人愛仁会
愛仁会リハビリテーション病院、イ
オンモール伊丹昆陽
2012 広島法務総合庁舎 富山県

産業建築で高い評価を受ける基礎と
なった

1933　中央毛糸紡績四日市工場、
関西ペイント東京工場

1941　呉羽紡績鈴鹿工場、呉羽紡
績庄川工場、国産電機大岡工場
1942　台湾紡績王田工場原料精錬
工場、福助足袋青年学校・寄宿舎
1943 国産電機小田原工場 徳山

大博覧会の外国館。木構造ながら
50m×25m、高さ15m、スパン10m
を実現している

1961　美津野東京支店増築、大阪
府千里丘共同住宅、大阪清掃局住吉
工場
1962　三重県庁舎
1963 大阪府農林技術センタ

戦後の闇市の名残を呈する大阪駅前
の市街地再開発計画。再開発手法の
まだ確立していない時代にあって、
暗中模索のなかから行政と一体とな
り市街地改造法を生みだし適用した

合同庁舎
1982　筑波研究学園都市農林研究
団地、美津濃千里ビル、特定医療法
人愛仁会高槻病院、徳島県立三好病
院 京都市社会教育総合センタ 1993　大阪市立総合医療センター

1994　イオンタワー、神奈川県産
業技術総合研究所
1995　警視庁渋谷警察署庁舎、象
印マホービン本社別館、横浜市環境

独立行政法人労働者健康福祉機構 関
西労災病院
2004　田原本青垣生涯学習セン
ター、JA大阪センタービル、成田市
保健福祉館、都市再生機構汐留H街

2012　広島法務総合庁舎、富山県
広域消防防災センター
2013　香川労災病院救急棟、税務
大学校大阪研修所、横須賀地方合同
庁舎、明石医療センター増改築

関西ペイント東京工場
1934　日本生命神戸支店、渡辺栄
一商店築港工場倉庫、徳山鉄板帯鉄
工場

1943　国産電機小田原工場、徳山
鉄板労務者住宅

1944　呉羽航空機整備工場、三興
北ボルネオ工場

1963　大阪府農林技術センター
1964　徳島市民病院、大阪市清掃
局八尾工場、富士フイルム中央研究
所
1965　日本生命静岡ビル、甲南大

り市街地改造法を生みだし適用した
第１号作品。

院、京都市社会教育総合センター
1984　天理市庁舎、三重県立一志
病院
1985　京都市消防局本部庁舎、神
戸市外国語大学、長居公園球技場

事業局鶴見工場

1995　大阪城「平成の大改修」
21世紀においても大阪のシンボルで
あり続けるよう 耐震性 耐久性の

区超高層住宅アクティ汐留
2005　ライオンズタワー月島、ヨ
ドバシ「AKIBA」ビル、トーハン桶
川SCMセンター

1935　長岡禅塾 1945　呉羽ゴム工業津工場

1946　不二建設を立ち上げ
パネル式組み立て住宅の開発「柱の
ない家」6尺×9尺のパネル36種の

1951　伊藤忠名古屋支店
1952　三重県立博物館、富士フイ
ルム大阪支店、センイビル
1953 伊勢会館 甲南高等学校

学体育館、徳島空港ビル、大阪市工
業技術試験所

1965　日本住宅公団千里Ｅ住区高
層団地 1971 神戸銀行三田支店 兵庫駅

1985　インテックス大阪
会場の中央に架けられた大屋根は、
1983年我が国初の骨組み膜構造と
して建設大臣認定を得た 床面積 あり続けるよう、耐震性・耐久性の

向上、内外装、バリアフリー対策等
の「平成の大改修」を行う

1996　鳥羽シーサイドホテル

2006　富士フィルム先進研究所

1935　大町紡績大町工場

ない家」6尺×9尺のパネル36種の
部品をつくり、これを組みあわせて
住宅のあらゆるプランをボルトで数
時間で組み立てる方法を案出した。

1953　伊勢会館、甲南高等学校
1954　鈴鹿市庁舎

1955　大和銀行堂島支店、三重い
すゞ自動車本社、三重会館

層団地
1970年に日本で初めて開催される
国際万国博覧会を控えた千里地区
に、公団住宅の新しい試みとして計
画された郊外型高層住宅

1971　神戸銀行三田支店、兵庫駅
前市街地住宅、 新日鐵君津製鉄所、
新日鐵広畑製鉄所、新日鐵名古屋製
鉄所
1972　兵庫県信連舞子独身寮、富

して建設大臣認定を得た、床面積
3,000㎡、膜内容積60,000㎥に及ぶ
大空間である

1952

1997　横浜国際総合競技場日産ス
タジアム、甲南大学、宗像市総合保
健福祉センターメイトム宗像
1998　ホテルブライトンシティ蓼
科 関西ペイント東京工場技術棟 2007 済生会熊本病院外来がん治

1936　福助足袋分工場
1937　豊科紡績豊科工場、天津紡
績公司工場増築、呉羽紡績天津工
場、富国人絹パルプ祖父江工場
1938 国産電機新工場

1946　大建産業紡績部坂祝工場
1947　大建産業紡績部大町工場、
岩井産業交翠園寄宿舎
1948　甲南高等女学校講堂、福助
足袋名古屋支店

1956　富士フィルム足柄研究所

1955　大阪国際見本市展示場
西日本における国際見本市会場とし
て建設された大空間建築物

士ゼロックス江戸川台研修所
1973　神戸文化ホール、鈴鹿市体
育館
1974　日本住宅公団森之宮住宅、
熱帯農業研究センタ 大阪市立環

 

1988 愛媛県警察本部庁舎 東京 科、関西ペイント東京工場技術棟
1999　富山県西部総合体育館、日
本中央競馬会小倉競馬場、パナソ
ニック人材開発センター研修所

2007　済生会熊本病院外来がん治
療センター
2008　警視庁東京湾岸警察署、武
庫川女子大学総合薬学教育研究棟、
京都市太秦東部地区第一種市街地再

1938　国産電機新工場

1938　東亜紡績大垣工場

足袋名古屋支店

1949　関西ペイント旧本社

て建設された大空間建築物

1957　大阪市法円坂高層アパー
ト、東畑建築事務所本社ビル、亀山
市庁舎

1966　大阪市清掃局森之宮工場、
三重県立志摩病院、 京都府農協会館

熱帯農業研究センター、大阪市立環
境技術研究所
1975　日商岩井大阪本社ビル
1976　豊橋勤労福祉会館、岡山県
立津山総合体育館

1988　愛媛県警察本部庁舎、東京
モード学園、鈴鹿市文化会館、富山
厚生年金休暇センター
1989　京都市国際交流センター、
武蔵野市総合体育館、佐賀市総合文

開発事業　サンサ右京、同志社大学
医心館
2009　mozo wondercity、横浜ブ
ルーアベニュー、宮崎市埋蔵文化
財 体験学習施設

1957　オカダヤ第一ビル
イオン発祥店を手掛ける

1958 呉羽紡績繊維研究所 岩井

1967　鈴鹿市民会館、農林省中央
研修所本館
1968　依水園寧楽美術館、昭和産
業神戸工場第3期穀物サイ 阿南

1977　辰馬考古資料館、、徳島信
用金庫福島支店、美津野養老工場管
理センター
1978　芸西病院
1979 興亜火災海上保険（現日本

化会館

1989　国際花と緑の博覧会政府苑
木構造の接合部にハイテンションボ
ルトを使用した イブリ ド構造を

0 繭山竜泉堂

財・体験学習施設
1939　石川製作所工場他 1949　東亜紡織本社、久保田鉄工

所本社工場

1958　呉羽紡績繊維研究所、岩井
産業東京支店
1959　大阪営林局庁舎、大阪府農
林会館

業神戸工場第3期穀物サイロ、阿南
合同庁舎、三重県伊勢総合庁舎
1969　万国博インターナショナル
プレース、小倉競馬場

1979　興亜火災海上保険（現日本
興亜損害保険）本社ビル、ホリ
ディ・イン南海大阪（現クロスホテ
ル大阪）

ルトを使用したハイブリッド構造を
採用。5つのテーマ館毎にシェル構
造、立体トラス構造等異なった構造
方式を採用

1932　東畑謙三建築事務所開設　
所員数5名
1937　設計監理のため中国に所員
派遣
1939 大阪府豊中市に分室設置

1940　所員数　10名
1941　東畑謙三、京都大学講師
1948　東畑謙三、大阪大学講師

1950　所員数　20名
1951　東畑謙三、日本建築協会副
会長　東畑建築事務所に改組　一級
建築士事務所登録
1957 九州支社を開設 本社を大

1960　所員数　91名
名古屋支社を開設、清林社を設立
1961　東京支社を東京事務所に昇
格移転　東畑謙三、藍綬褒章
1963 名古屋支社を名古屋事務所に

1970　所員数173名
1971　東畑謙三、日本建築協会名
誉会長
DEMOS導入
1972 東畑謙三 日本建築学会名

1980　所員数　231名
北九州支所、北九州事務所に昇格
1982　東畑謙三、取締役会長
市川宏、取締役社長
1983 横浜支所開設

1990　所員数　292名
情報システム室設置
1991　都市開発部、情報管理部設
置
1994 名古屋事務所移転（三井生

2000　所員数　316名
2004　谷淳之介、代表取締役社長
環境計画室、海外事業プロジェクト
室設置
2007 創立75周年記念事業として

2010　所員数　282名
広島支所を開設、名古屋事務所が移
転（名古屋KSビル）
2011　市川宏　没（享年87歳）
2012 香西喜八郎 日本建築協会

歩 み

1939　大阪府豊中市に分室設置 1957　九州支社を開設、本社を大
阪市東区伏見町に新築・移転
1958　東京支社を開設

1963　名古屋支社を名古屋事務所に
昇格

1964　東畑謙三　日本建築家協会
会長に就任
1966　東京事務所、永田町ビルに

1972　東畑謙三、日本建築学会名
誉会員、勲三等瑞宝章受章
1973　東畑謙三、沖縄国際海洋博
覧会協会建設顧問
伏見町ビル竣工

1983　横浜支所開設
1986　市川宏、黄綬褒章
1987　福岡支所開設
1988　大阪事務所CAD導入
1989　九州事務所移転（福岡セン

1994　名古屋事務所移転（三井生
命名古屋伏見ビル）
市川宏、日本建築協会会長
1997　東北支所移転（仙台市青葉
区）

2007　創立75周年記念事業として
「清林文庫」展を武庫川女子大学甲
子園会館にて開催
2008　雑誌「近代建築」2008年1
月号 特集：東畑建築事務所創立75

2012　香西喜八郎、日本建築協会
会長
本社・大阪事務所が移転（新高麗橋
ビル）

入居
1968　東畑謙三、日本建築家協会
終身会員

1975　北九州支所移転（清和ビ
ル）、技術開発室設置

タービル）
東畑謙三、紺綬褒章

東畑謙三、取締役名誉会長
市川宏、代表取締役会長
真塚達夫、代表取締役社長
1998　東畑謙三　没（享年97歳）

周年「歴史と未来のコンテクスト」
発行、九州事務所が移転（富士フィ
ルム福岡ビル）
2009　香西喜八郎、代表取締役社長
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日
で
あ
っ
た
。
当
時
は
す
で
に
会
長
職
に
退
か
れ

て
お
り
、
入
社
式
の
後
の
地
下
食
堂
で
の
昼
食
会

が
初
め
て
の
東
畑
さ
ん
と
の
面
談
で
あ
っ
た
。
そ

の
日
の
献
立
は
、︵
長
年
入
社
式
の
日
は
そ
う
決

ま
っ
て
い
た
の
だ
そ
う
だ
が
︶
鯛
の
尾
頭
付
き
に

バ
ナ
ナ
が
一
本
添
え
て
あ
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

東
畑
会
長
に
と
っ
て
は
バ
ナ
ナ
は
い
つ
ま
で
た
っ

て
も
高
級
品
な
ん
だ
、
と
い
う
話
を
後
に
ど
な
た

か
か
ら
伺
っ
た
。
そ
の
年
の
技
術
職
の
新
入
社
員

は
私
ひ
と
り
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
学
の
先
生

の
こ
と
や
研
究
内
容
の
こ
と
な
ど
を
集
中
的
に
質

問
さ
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
が
、
と
に
か
く
緊

張
し
っ
ぱ
な
し
の
昼
食
会
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
は
東
畑
事
務
所
の
社
員
と
し
て
ご
指
導

い
た
だ
く
立
場
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
当
時

東
畑
会
長
は
、
三
階
の
設
計
部
に
は
週
に
一
度
か

二
週
に
一
度
、
重
そ
う
な
靴
音
を
た
て
て
上
が
っ

て
こ
ら
れ
る
程
度
で
あ
り
、
す
で
に
具
体
的
な
設

計
指
導
は
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
む
し

ろ
私
た
ち
﹁
若
者
﹂
に
は
、
彼
女
は
い
る
の
か
、

結
婚
は
ま
だ
か
、
と
い
っ
た
冷
や
か
し
半
分
の
楽

し
く
親
し
み
深
い
言
葉
を
か
け
て
歩
い
て
行
か
れ

る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
東
畑
さ
ん
の
建
築
観
や
歴
史
観
、

あ
る
い
は
ご
趣
味
の
話
を
じ
っ
く
り
伺
う
と
い
う

機
会
は
な
く
、
直
接
会
話
ら
し
き
も
の
を
交
わ
し

て
い
た
だ
い
た
時
間
は
、
総
計
で
も
一
時
間
に
満

た
な
い
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
わ
れ
る
。
そ
の

中
で
、
自
分
の
関
わ
っ
て
い
る
仕
事
に
対
し
て
コ

メ
ン
ト
し
て
い
た
だ
い
た
唯
一
の
経
験
は
、﹁
千
里

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
﹂
の
設
計
を
し
て

い
る
と
き
で
あ
っ
た
。﹁
千
里
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
﹂
は
、﹁
く
も
く
も
型
﹂
の
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
を
も
つ
高
層
ビ
ル
で
あ
る
が
、
そ
の
エ
レ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
製
図
版
に
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
東
畑

会
長
が
現
れ
、
し
ば
ら
く
じ
っ
と
眺
め
た
後
、﹁
君
、

こ
れ
は
農
民
芸
術
だ
！
﹂
と
鋭
く
言
い
放
っ
た
の

で
あ
る
。﹁
え
っ
、﹃
農
民
芸
術
﹄っ
て
何
で
す
か
？
﹂

と
い
う
よ
う
な
質
問
が
当
時
の
私
に
で
き
る
は
ず

も
な
く
、
た
だ
た
だ
聞
き
入
る
し
か
な
か
っ
た
。

と
は
い
え
、
先
輩
諸
氏
の
お
話
に
よ
く
あ
る
通
り
、

﹁
農
民
芸
術
﹂
と
は
何
か
と
い
う
説
明
を
詳
し
く
し

て
い
た
だ
け
る
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ

の
後
、
そ
の
エ
レ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
上
に
ト
レ
ペ
を

当
て
て
、﹁
君
、
こ
こ
は
こ
う
し
た
方
が
い
い
ん
だ
﹂

と
直
筆
の
ご
指
導
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
残
念
な

が
ら
東
畑
さ
ん
に
描
い
て
も
ら
っ
た
最
初
で
最
後

の
ス
ケ
ッ
チ
は
も
う
手
元
に
な
い
が
、﹁
く
も
く
も
﹂

の
交
点
は
、
素
っ
気
な
く
直
交
さ
せ
る
の
で
は
な

く
、
ス
リ
ッ
ト
を
と
る
よ
う
な
配
慮
が
必
要
だ
と

い
う
内
容
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、﹁
農
民
芸
術
﹂
と
は
い
っ
た

い
何
だ
っ
た
の
か
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
エ
レ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
、
野
暮
っ
た
く
て
洗
練
さ
れ
て
お
ら

ず
、
近
代
主
義
に
も
反
し
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と

を
批
判
的
に
コ
メ
ン
ト
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
と

思
わ
れ
た
。
し
か
し
浅
学
な
私
に
は
、
東
畑
会
長

の
言
葉
の
背
景
を
そ
れ
以
上
想
像
す
る
手
だ
て
も

な
か
っ
た
。

　

昨
年
︵
一
九
九
七
年
︶
は
事
務
所
創
設
六
五
周

年
の
年
に
あ
た
り
、
機
会
あ
っ
て
東
畑
さ
ん
の
若

い
頃
か
ら
の
著
述
の
い
く
つ
か
を
読
む
こ
と
が
で

き
た
。
特
に
京
大
時
代
に
は
、
建
築
学
会
の
﹃
建

築
雑
誌
﹄
に
対
抗
す
る
学
術
誌
と
し
て
﹃
建
築
学

研
究
﹄
を
発
刊
し
精
力
的
に
執
筆
を
行
っ
て
お
り
、

東
畑
さ
ん
の
い
う
﹁
私
が
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
を
最
初

に
日
本
に
紹
介
し
た
﹂媒
体
が
こ
の﹃
建
築
学
研
究
﹄

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
中
の
、
一
九
二
〇
年
代

の
﹁
現
代
﹂
オ
ラ
ン
ダ
建
築
を
解
説
し
た
Ｊ
・
Ｊ
・

Ｐ
・
ア
ウ
ト
の
論
文
を
紹
介
す
る
記
事
に
、﹁
農
民

芸
術
﹂
な
る
フ
レ
ー
ズ
を
見
つ
け
、
先
に
述
べ
た

﹁
千
里
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
﹂
に
対
す
る

東
畑
会
長
の
コ
メ
ン
ト
を
は
た
と
思
い
出
し
た
次

第
で
あ
る
。

　

そ
の
記
事
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
近
代
建
築
の
父
と

い
わ
れ
る
Ｈ
・
Ｐ
・
ベ
ル
ラ
ー
へ
以
降
の
オ
ラ
ン

ダ
建
築
界
の
二
大
潮
流
を
解
説
し
て
い
る
。
そ
の

ひ
と
つ
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
本
拠
と
す
る
、
デ
・

ク
ラ
ー
ク
ら
の
﹁
形
体
美
﹂
を
追
求
す
る
一
派
︵
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
派
︶、
も
う
ひ
と
つ
は
ロ
ッ
テ
ル
ダ

ム
を
本
拠
と
す
る
、
Ｊ
・
Ｊ
・
Ｐ
・
ア
ウ
ト
、
リ
ー

ト
フ
ェ
ル
ト
ら
に
よ
る
﹁
合
理
主
義
﹂
を
追
求
す

る
一
派
︵
デ
・
ス
テ
イ
ル
︶
で
あ
っ
た
。
記
事
の

最
後
を
東
畑
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。

﹁
海
よ
り
低
い
泥
の
国
、
風
車
の
ゆ
る
や
か
に
ま
わ

る
園
、
原
色
を
用
い
て
身
仕
舞
を
す
る
オ
ラ
ン
ダ

乙
女
の
国
、
北
国
の
淡
い
光
の
照
る
国
、
わ
ら
屋

根
か
ら
煙
の
上
が
る
国
、
農
民
芸
術
の
国
、
こ
れ

ら
の
こ
と
を
は
る
か
想
像
す
る
と
デ
・
ク
ラ
ー
ク

一
派
の
建
築
の
生
じ
た
こ
と
も
う
な
づ
か
れ
る
。

又
、
天
産
に
恵
ま
れ
ぬ
国
、
平
等
な
国
、
田
園
都

市
的
な
国
、
強
国
に
挟
ま
れ
た
弱
国
、
大
き
な
植

民
地
を
持
つ
生
産
国
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
は
る
か

想
像
す
る
と
Ｊ
・
Ｊ
・
Ｐ
・
ア
ウ
ト
一
派
の
建
築

の
生
じ
た
こ
と
も
ま
た
う
な
づ
か
れ
る
。
両
派
は

た
が
い
に
反
省
者
と
な
り
、
又
好
伴
侶
と
な
っ
て

オ
ラ
ン
ダ
建
築
界
は
活
躍
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。﹂

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
建
築
へ
の
幅
広
い
知
見
を
も
と
に
、

は
る
か
な
異
国
の
建
築
の
様
相
に
思
い
を
馳
せ
る

東
畑
青
年
の
瑞
々
し
い
評
論
で
あ
る
と
私
に
は
思

わ
れ
た
が
、
と
同
時
に
、
東
畑
さ
ん
が
こ
の
と
き

﹁
農
民
芸
術
﹂
な
る
も
の
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
デ
・
ス
テ
イ
ル
と
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
派
と
い
う
二
つ
の
潮
流
、
ひ
い
て
は

古
典
的
・
合
理
主
義
的
建
築
と
ゴ
シ
ッ
ク
的
・
ロ

マ
ン
主
義
的
建
築
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
建
築
史
に

横
た
わ
る
大
き
な
対
抗
軸
の
ど
の
位
置
に
、
後
に

合
理
主
義
的
建
築
家
︵﹁
構
成
技
師
﹂︶
を
標
榜
す

る
東
畑
さ
ん
は
身
を
置
こ
う
と
し
た
の
か
と
い
う

関
心
が
湧
い
て
き
た
。

　

こ
の
と
き
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、﹃
新
建
築
﹄

一
九
八
四
年
一
二
月
号
の
﹁
私
の
建
築
印
象
﹂
に

寄
せ
た
東
畑
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
事
務
所
開
設
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
で
印
象

に
残
っ
た
建
築
を
と
り
上
げ
て
い
る
の
だ
が
、
そ

の
ひ
と
つ
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
﹁
パ
ラ
ツ
ォ
・
ベ
ッ

キ
オ
﹂、
も
う
ひ
と
つ
は
ロ
ー
マ
の
﹁
パ
ラ
ツ
ォ
・

フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
﹂
で
あ
る
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
と
い

え
ば
ル
ネ
サ
ン
ス
の
華
ひ
ら
い
た
都
市
で
あ
り
、

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
の
建
築
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
印
象
を
い
う
と
き
、
私
な
ら
ま

ず
、﹁
オ
ス
ベ
ダ
ー
レ
・
デ
ッ
リ
・
イ
ノ
チ
ェ
ン
テ
ィ

︵
孤
児
養
育
院
︶﹂
の
透
明
感
あ
ふ
れ
る
コ
リ
ド
ー

ル
に
言
及
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
東
畑

青
年
の
限
は
、
シ
ニ
ョ
ー
ラ
広
場
に
面
し
た
い
か

に
も
中
世
的
な
相
貌
を
も
つ
﹁
ベ
ッ
キ
オ
宮
﹂
を

捉
え
て
い
た
。
あ
る
い
は
、
ロ
ー
マ
の
豪
壮
な
ル

ス
テ
ィ
カ
仕
上
げ
の
壁
面
を
も
つ
﹁
フ
ア
ル
ネ
ー

ゼ
宮
﹂
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
。

　

こ
こ
に
私
は
、
東
畑
謙
三
の
建
築
家
と
し
て
の

建
築
造
形
の
捉
え
方
に
対
す
る
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト

な
部
分
を
見
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
近
代
建
築
運
動
を
い
ち
早
く
日
本
に
紹
介
し
、

か
つ
自
ら
も
ア
ル
バ
ー
ト
・
カ
ー
ン
ら
米
国
の
建

築
家
の
合
理
主
義
思
想
に
傾
倒
し
近
代
建
築
運
動

の
推
進
者
の
ひ
と
り
に
な
ろ
う
と
し
た
か
に
見
え

る
東
畑
謙
三
の
、
中
世
建
築
、
あ
え
て
い
え
ば
﹁
農

民
芸
術
的
﹂
と
も
い
え
る
中
世
の
尖
塔
へ
の
シ
ン

パ
シ
ー
。
近
代
建
築
の
﹁
構
成
﹂
的
手
法
を
早
く

か
ら
理
解
し
実
践
す
る
一
方
で
の
、
深
い
陰
影
を

刻
ん
だ
こ
れ
ら
近
代
以
前
の
建
築
造
形
へ
の
憧
憬
、

い
わ
ば
精
神
と
肉
体
と
が
行
き
場
を
違
い
、
焦
点

を
結
ば
な
い
ま
ま
、
両
者
は
東
畑
の
建
築
造
形
の

中
で
断
片
的
に
交
錯
す
る
よ
う
な
様
相
を
見
せ
る
。

そ
し
て
こ
の
両
義
性
は
、
東
畑
の
処
女
作
﹁
東
方

文
化
学
院
京
都
研
究
所
﹂
や
、
そ
の
後
の
自
ら
筆

を
と
っ
た
と
い
わ
れ
る
い
く
つ
か
の
博
物
館
建
築

な
ど
の
中
に
具
体
的
に
見
え
隠
れ
す
る
よ
う
な
気

が
す
る
の
で
あ
る
。

　

昨
年
秋
、
私
は
オ
ラ
ン
ダ
建
築
を
訪
ね
る
旅
行

を
企
画
し
参
加
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
そ
れ
は
、

若
き
日
の
東
畑
謙
三
が
日
本
に
紹
介
し
た
﹁
オ
ラ

ン
ダ
建
築
の
潮
流
﹂
を
実
際
に
見
る
旅
で
も
あ
っ

た
。
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
は
る
か
な
小
国
に
思
い
を

巡
ら
せ
た
東
畑
青
年
が
、
そ
の
後
こ
の
国
を
訪
ね

た
か
ど
う
か
を
私
は
知
ら
な
い
が
、﹃
建
築
学
研
究
﹄

に
紹
介
さ
れ
た
建
築
家
の
作
品
は
、
近
代
建
築
運

動
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
、
今
も
私
た
ち
を
迎

え
て
く
れ
る
。

　

オ
ラ
ン
ダ
は
清
貧
を
重
ん
じ
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
の
国
で
あ
り
、
国
土
の
大
半
が
干
拓
地
と
い

う
﹁
海
か
ら
土
を
、
土
か
ら
金
を
﹂
産
み
出
し
た

国
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
優
れ
た
海
運
技
術
に
よ

り
一
七
世
紀
に
は
世
界
に
覇
を
唱
え
る
強
国
に
も

な
っ
た
。
こ
の
国
の
歴
史
に
通
底
す
る
の
は
、
権

威
や
伝
統
で
は
な
く
ひ
た
す
ら
実
利
と
自
由
を
追

及
す
る
合
理
主
義
の
精
神
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た

﹁
名
よ
り
実
﹂
を
と
る
精
神
風
土
が
、ア
ウ
ト
、リ
ー

ト
フ
ェ
ル
ト
ら
の
デ
・
ス
テ
イ
ル
か
ら
、
現
代
の

ク
ー
ル
ハ
ー
ス
ら
に
至
る
ま
で
の
、
一
見
し
て
軽

く
し
な
や
か
で
す
が
す
が
し
い
よ
う
な
建
築
表
現

を
生
み
出
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、

こ
れ
ら
の
軽
み
を
帯
び
た
表
現
と
は
対
極
に
あ
る

の
が
、
デ
・
ク
ラ
ー
ク
ら
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
派
の

深
い
陰
翳
の
刻
ま
れ
た
建
築
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

陰
鬱
な
北
の
海
か
、
深
い
針
葉
樹
の
森
を
背
景
に

建
つ
の
が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
な
、
ま
さ
に
東
畑
さ

ん
の
い
う
﹁
北
国
の
淡
い
光
の
照
る
国
、
わ
ら
屋

根
か
ら
煙
の
上
が
る
国
、
農
民
芸
術
の
国
﹂
の
建

築
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
の
生
ん

だ
﹁
農
民
芸
術
家
﹂
と
も
い
え
る
ゴ
ッ
ホ
の
﹁
馬

鈴
薯
を
食
べ
る
人
び
と
﹂
や
、
同
じ
く
オ
ラ
ン
ダ

に
生
ま
れ
た
偉
大
な
画
家
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
光
と

陰
の
扱
い
を
連
想
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　
﹁
両
派
は
互
い
に
反
省
者
と
な
り
、
又
好
伴
侶
と

な
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
建
築
界
は
活
躍
す
る
こ
と
で
あ

ろ
う
﹂
と
東
畑
青
年
は
い
う
が
、
私
は
同
一
の
風

土
に
生
ま
れ
た
あ
ま
り
に
異
な
る
建
築
造
形
に
驚

き
な
が
ら
、
も
し
東
畑
さ
ん
が
同
じ
よ
う
に
こ
こ

を
訪
れ
て
い
た
ら
、
果
た
し
て
こ
の
国
の
建
築
の

何
を
い
ち
ば
ん
評
価
し
て
帰
国
し
た
だ
ろ
う
か
と

い
う
こ
と
を
考
え
た
。
ア
ウ
ト
や
リ
ー
ト
フ
ェ
ル

ト
に
出
会
え
た
こ
と
へ
の
喜
び
は
あ
る
に
違
い
な

い
。
し
か
し
、﹁
正
直
な
と
こ
ろ
、
当
時
の
新
建
築

は
写
真
の
ほ
う
が
良
く
﹂︵﹁
私
の
建
築
印
象
﹂︶
と

い
う
と
お
り
、
こ
れ
ら
は
一
瞥
し
た
だ
け
で
立
ち

去
っ
た
か
も
し
れ
ず
、
む
し
ろ
﹁
農
民
芸
術
の
国
﹂

の
建
築
の
、
陰
翳
の
あ
る
造
形
や
細
部
ま
で
行
き

届
い
た
デ
ィ
テ
ー
ル
に
感
銘
を
受
け
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
そ
う
い
え
ば
、
入
社
聞
も
な
い
頃
大
阪

に
来
た
ゴ
ッ
ホ
展
に
行
く
よ
う
に
強
く
勧
め
ら
れ

た
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
い
出
し
な
が
ら
、
あ
る
い

は
、
東
畑
さ
ん
の
卒
業
設
計
の
湖
畔
に
建
つ
宿
泊

施
設
の
親
自
然
的
な
い
し
ロ
マ
ン
主
義
的
相
貌
を

も
つ
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
改
め
て
目
に
し
な
が
ら
、

私
は
、﹁
農
民
芸
術
﹂
ま
た
は
そ
こ
か
ら
連
想
さ
れ

る
合
理
主
義
に
は
反
す
る
建
築
造
形
へ
の
関
心
を

深
層
に
抱
え
て
い
る
か
の
よ
う
な
東
畑
さ
ん
の
建
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

築
観
を
想
像
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
近
代
建
築
運
動
は
、﹁
農
民
芸
術
﹂
ま

た
は
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
︵
民
芸
︶
の
よ
う
な
無
名
性
、

非
論
理
性
、
恣
意
性
を
排
除
し
、
純
粋
で
論
理
的

な
空
間
の
構
成
原
理
を
も
っ
て
出
発
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
こ
と
を
理
解
し
た
上
で
、

合
理
主
義
的
な
建
築
プ
ラ
ン
や
生
産
シ
ス
テ
ム
の

提
案
を
数
々
行
い
、
自
ら
を
﹁
構
成
技
師
﹂
と
呼

び
な
が
ら
、
表
現
よ
り
も
シ
ス
テ
ム
を
、
個
の
表

出
よ
り
も
匿
名
性
を
常
に
優
先
し
な
が
ら
近
代
主

義
建
築
家
と
し
て
名
を
馳
せ
た
東
畑
謙
三
が
、
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
お
そ
ら
く
終
生
持
ち
続
け
た
と

想
像
さ
れ
る
﹁
農
民
芸
術
﹂
ま
た
は
フ
ォ
ー
ク
ロ

ア
的
な
も
の
へ
の
関
心
に
、
建
築
家
の
ア
ン
ビ
バ

レ
ン
ト
な
迷
い
を
見
る
思
い
が
す
る
の
で
あ
る
。

人
間
的
と
い
え
ば
ま
さ
に
そ
う
で
あ
り
、
ま
た
、

人
前
に
立
つ
東
畑
さ
ん
の
表
情
に
時
折
見
い
だ
さ

れ
た
含
羞
は
、
も
し
や
こ
の
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な

迷
い
の
表
れ
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
と
さ
え
想
像

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
﹁
光
の
建
築
家
﹂﹁
陰
の
建
築
家
﹂
と
い
う
い
い

方
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
先
に
見
た
ア
ウ
ト

や
リ
ー
ト
フ
ェ
ル
ト
は
、
近
代
建
築
を
切
り
拓
き

今
な
お
参
照
の
対
象
に
さ
れ
る
輝
か
し
い
実
績
に

お
い
て
も
、
そ
の
明
晰
な
造
形
言
語
に
お
い
て
も

光
の
建
築
家
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
一
方
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
デ
・
ク
ラ
ー
ク
ら
は
、
決
し

て
世
界
を
揺
り
動
か
す
こ
と
に
は
な
り
得
な
か
っ

た
建
築
史
上
の
位
置
づ
け
に
お
い
て
陰
の
建
築
家

と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
ミ
ー
ス
を
光
の
建

築
家
と
呼
ぶ
な
ら
、
造
形
よ
り
も
構
成
シ
ス
テ
ム

を
デ
ザ
イ
ン
し
、
ま
た
バ
ウ
ハ
ウ
ス
を
創
設
し
て

建
築
教
育
に
力
を
注
い
だ
グ
ロ
ピ
ウ
ス
は
陰
の
建

築
家
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
国
内
に
お
い
て
は
、
コ

ル
ビ
ュ
ジ
エ
に
師
事
し
、
帰
国
後
は
日
本
の
建
築

デ
ザ
イ
ン
の
あ
る
部
分
を
牽
引
し
た
坂
倉
準
三
や

前
川
國
男
を
光
の
建
築
家
と
い
う
な
ら
、
彼
ら
と

同
世
代
の
我
が
東
畑
謙
三
は
陰
の
建
築
家
と
い
え

る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
、﹁
美
術
建
築
﹂
で
は

な
く
﹁
産
業
建
築
﹂
と
い
う
社
会
の
下
支
え
と
な

る
領
域
を
主
に
手
が
け
た
と
い
う
こ
と
か
ら
も
い

え
る
し
、ま
た
自
ら
を
﹁
建
築
家
﹂
で
は
な
く
﹁
建

築
技
師
﹂
ま
た
は
﹁
構
成
技
師
﹂
と
呼
び
、
個
人

の
表
出
を
避
け
て
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
ニ
ー
ズ
に
合

理
的
に
応
え
る
建
築
技
術
者
と
し
て
の
姿
勢
を
貫

い
た
こ
と
か
ら
も
い
え
る
。
そ
し
て
ま
た
、
先
に

触
れ
た
作
家
と
し
て
の
明
解
な
造
形
理
論
の
表
明

を
避
け
て
き
た
と
も
思
わ
れ
る
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト

な
姿
勢
や
、
あ
る
い
は
、
今
も
忘
れ
る
こ
と
の
で

き
な
い
含
羞
を
帯
び
た
刹
那
の
表
情
か
ら
も
、
自

信
に
満
ち
た
日
頃
の
言
説
と
は
裏
腹
の
内
省
的
な

陰
翳
を
見
る
思
い
が
す
る
の
で
あ
る
。

　

ル
イ
ス
・
カ
ー
ン
は
、宇
宙
は
光
ら
な
い
光︵light 

nonlum
inous

︶
と
光
る
光
︵light lum

inous

︶
に

よ
っ
て
で
き
あ
が
っ
て
い
る
と
言
っ
た
。
光
ら
な

い
光
は
表
現
す
る
た
め
に
、
光
る
光
は
作
る
た
め

に
存
在
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
光
ら
な
い
光
は

生
命
で
、
光
る
光
は
物
質
で
あ
る
と
い
う
。

　

巨
匠
た
ち
の
放
つ
眩
い
ば
か
り
の
閃
光
に
比
べ

れ
ば
、
鈍
く
か
細
く
た
ど
た
ど
し
い
光
で
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
含
羞
の
建
築
家
東
畑

謙
三
が
、
作
家
性
を
排
し
、
あ
え
て
﹁
構
成
技
師
﹂

と
い
う
も
う
一
つ
の
建
築
家
の
職
能
を
見
い
だ
そ

う
と
し
た
行
き
方
は
、
歴
史
に
刻
ま
れ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

　

光
は
陰
の
存
在
に
よ
っ
て
初
め
て
光
と
し
て
認

識
さ
れ
る
。
光
の
建
築
家
と
陰
の
建
築
家
、
そ
れ

ら
に
対
す
る
真
の
評
価
は
後
世
の
歴
史
家
に
ゆ
だ

ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。︵
一
九
九
八
年
記
︶

　

道
端
に
雪
が
残
る
肌
寒
い
今
年
二
月
、機
会
あ
っ

て
、
谷
口
吉
郎
︵
一
九
〇
四
～
七
九
年
︶
の
代
表

作
の
一
つ
、秩
父
セ
メ
ン
ト
第
二
工
場︵
一
九
五
六

年
、
現
・
秩
父
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
秩
父
工
場
︶
を

初
め
て
見
学
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
谷
口
に
と
っ

て
、
藤
村
記
念
堂
︵
一
九
四
七
年
︶
に
続
き
、
二

度
目
と
な
る
日
本
建
築
学
会
作
品
賞
を
受
賞
し
た

自
信
作
で
あ
り
、
近
年
で
は
、
一
九
九
九
年
に
、

D
O
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M

O
M
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に
よ
っ
て
、
日
本
を
代

表
す
る
近
代
建
築
二
〇
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。

　

池
袋
か
ら
特
急
列
車
に
乗
っ
て
約
一
時
間
、
西

武
秩
父
駅
で
下
車
し
、
タ
ク
シ
ー
で
現
地
へ
と
向

か
う
。
市
街
地
を
過
ぎ
る
と
、
遠
く
に
工
場
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
煙
突
が
見
え
て
く
る
。
近
づ
く
う

ち
に
そ
の
巨
大
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
。
敷
地
面
積

二
十
八
万
㎡
、
竣
工
時
の
延
床
面
積
三
万
五
百
㎡

と
い
う
空
前
の
ス
ケ
ー
ル
の
一
大
建
築
群
で
あ
る
。

　

こ
の
セ
メ
ン
ト
工
場
は
、
戦
後
復
興
か
ら
高
度

経
済
成
長
へ
と
向
か
う
中
で
、
模
範
と
な
る
最
先

端
の
セ
メ
ン
ト
工
場
の
実
現
を
目
指
し
て
、
計
画

が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
建
設
に
あ
た
っ
て

は
、
谷
口
の
陣
頭
指
揮
の
下
、
建
設
委
員
会
が
組

織
さ
れ
、
導
入
さ
れ
る
機
械
を
担
当
す
る
デ
ン

マ
ー
ク
の
ス
ミ
ス
社
を
は
じ
め
、
秩
父
鉄
道
の
輸

送
部
門
の
専
門
家
な
ど
、
多
く
の
技
術
者
が
結
集

さ
れ
た
。
ま
た
、
建
築
に
つ
い
て
も
、
実
施
設
計

と
工
事
監
理
を
日
建
設
計
工
務
が
担
当
す
る
万
全

の
体
制
が
整
え
ら
れ
た
。
掲
げ
ら
れ
た
設
計
理
念

は
、
谷
口
の
次
の
文
章
に
良
く
表
れ
て
い
る
。

　
﹁
留
意
し
た
点
は
塵
埃
に
対
す
る
考
慮
で
あ
る
。

い
ま
ま
で
の
古
い
セ
メ
ン
ト
工
場
で
は
塵
埃
が
ひ

ど
く
、
工
場
の
付
近
一
帯
は
全
く
﹁
灰
の
色
﹂
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
社
会
問
題
ま
で
起
る
場
合

が
多
か
っ
た
の
で
、
こ
の
新
工
場
に
お
い
て
は
全

工
場
に
密
封
式
が
採
用
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
全

長
二
四
〇
ｍ
の
原
料
置
場
に
も
屋
根
が
設
け
ら

れ
、
そ
の
ほ
か
塵
埃
を
飛
散
す
る
場
所
に
は
防
塵

装
置
を
完
備
し
て
、
塵
埃
処
理
に
は
万
全
を
期
し

た
の
で
あ
る
。
同
時
に
騒
音
や
、
そ
の
ほ
か
工
場

内
の
乱
雑
な
非
衛
生
な
ど
一
切
の
ご
み
ご
み
し
た

も
の
を
払
い
の
け
、
さ
ら
に
工
場
内
の
空
地
に
は

緑
の
芝
生
や
色
彩
の
美
し
い
花
壇
ま
で
つ
く
り
、

こ
れ
が
セ
メ
ン
ト
工
場
か
と
怪
し
ま
れ
る
ほ
ど

の
、
気
持
の
い
い
生
産
環
境
を
実
現
し
た
い
と
、

建
設
委
員
会
は
意
気
ご
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
し
た

が
っ
て
私
た
ち
は
機
械
時
代
に
生
き
る
技
術
者
と

し
て
、工
場
は
生
産
能
率
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、

美
し
い
健
康
な
生
活
の
場
で
あ
る
こ
と
を
心
が
け

て
、そ
の
た
め
に
生
産
・
機
械
・
建
築
・
施
工
の
人
々

が
力
を
合
せ
作
っ
た
﹂︵﹃
建
築
雑
誌
﹄
一
九
五
七

年
七
月
号
︶

　

し
か
し
、
与
え
ら
れ
た
工
期
は
、
工
事
契
約
完

了
か
ら
当
時
世
界
最
長
だ
っ
た
一
七
〇
ｍ
の
回
転

炉
に
火
が
入
る
ま
で
、
わ
ず
か
九
ヶ
月
に
過
ぎ
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
谷
口
は
、
徹
底
し
た
施
工
方

法
の
吟
味
と
構
造
形
式
の
合
理
的
な
選
定
を
行
っ

て
い
く
。
同
時
に
、
従
来
の
薄
汚
れ
た
工
場
の
あ

り
方
を
一
変
さ
せ
る
べ
く
、
高
窓
に
清
掃
用
の
歩

み
板
を
設
け
た
り
、
外
壁
を
構
成
す
る
鉄
製
サ
ッ

シ
ュ
面
を
柱
か
ら
突
出
さ
せ
る
こ
と
で
窓
枠
や
外

壁
パ
ネ
ル
の
割
付
を
自
由
に
し
た
り
、
屋
根
に
長

尺
の
ト
タ
ン
板
を
用
い
る
こ
と
で
塗
装
を
省
く
な

ど
、
材
料
と
構
法
に
配
慮
す
る
工
夫
も
施
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
原
料
置
場
、
粉
末
室
、
ス
ラ
リ
ー

タ
ン
ク
、
キ
ル
ン
︵
回
転
窯
︶、
仕
上
粉
末
室
な

ど
か
ら
な
る
一
連
の
建
築
が
、
明
晰
な
集
合
体
と

な
っ
て
広
大
な
敷
地
に
伸
び
や
か
に
配
置
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
谷
口
が
重
視
し
た
の
は
、

﹁
健
康
な
生
活
の
場
﹂
と
し
て
の
清
潔
で
人
間
的
な

工
場
に
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
思
想
は
、
人
間

が
使
う
階
段
の
造
形
や
通
路
の
黄
色
に
着
色
さ
れ

た
手
す
り
、
各
所
に
設
け
ら
れ
た
作
業
者
た
ち
の

控
室
、
褐
色
に
塗
ら
れ
た
サ
ッ
シ
ュ
や
レ
ン
ガ
を

用
い
た
低
層
部
の
外
壁
な
ど
、
細
や
か
な
デ
ザ
イ

ン
が
工
場
建
築
に
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
ス
ケ
ー
ル
感
を

与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
工
場
に
は
、
谷
口
が
、
遠
く
一
九
二
八
年
の

東
京
帝
国
大
学
の
卒
業
設
計
で
、
八
幡
製
鉄
所
に

通
っ
て
ま
で
仕
上
げ
た
力
作
﹁
製
鉄
所
﹂
以
来
、

長
く
追
い
求
め
て
き
た
機
械
時
代
に
相
応
し
い
近

代
建
築
の
姿
を
自
ら
の
手
で
実
現
さ
せ
た
い
と
い

う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
と
思
う
。
竣
工

後
、
谷
口
は
、
次
の
よ
う
な
文
章
を
記
し
て
い
る
。

　
﹁
昔
の
人
々
は
力
を
合
せ
て
美
し
い
寺
院
を
築

い
た
。そ
れ
に
は
当
時
の
技
術
が
結
集
し
て
い
る
。

同
時
に
、
そ
の
建
築
に
は
当
時
の
建
設
的
な
良
心

が
こ
も
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
美
し
い
感
銘
を

後
世
の
人
に
与
え
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
現

代
は
す
で
に
宗
教
の
時
代
で
な
く
、
機
械
の
時
代

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
機
械
の
建
築
、
す
な

わ
ち
工
場
の
た
め
に
現
代
人
は
、
現
代
の
技
術
を

そ
れ
に
結
集
す
る
と
同
時
に
、
建
設
的
良
心
を
も

そ
れ
に
打
込
む
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
ん
な
意
気
込

み
で
こ
の
工
場
の
建
設
に
は
、
生
産
・
機
械
・
建

設
・
施
工
の
人
々
が
力
を
合
せ
得
た
こ
と
は
、
こ

の
上
な
い
嬉
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
こ

の
セ
メ
ン
ト
工
場
の
建
築
は
こ
れ
ら
の
人
々
が
奏

す
る
セ
メ
ン
ト
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
だ
と
言
い
得
る

か
も
し
れ
な
い
。﹂︵
谷
口
吉
郎
﹁
セ
メ
ン
ト
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
﹂﹃
新
建
築
﹄
一
九
五
六
年
十
月
号
︶

　

谷
口
は
、
中
世
の
職
人
た
ち
が
力
を
合
せ
て
築

い
た
寺
院
に
も
匹
敵
す
る
現
代
建
築
の
象
徴
と
し

て
の
工
場
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

戦
前
に
視
察
に
訪
れ
て
感
銘
を
受
け
た
と
い
う

ペ
ー
タ
ー
・
ベ
ー
レ
ン
ス
の
Ａ
Ｅ
Ｇ
タ
ー
ビ
ン
工

場
︵
一
九
〇
九
年
︶
や
、
さ
ら
に
そ
の
先
に
あ
る

シ
ン
ケ
ル
の
古
典
主
義
へ
と
通
ず
る
谷
口
建
築
の

原
点
を
読
み
取
る
こ
と
も
可
能
だ
と
思
う
。
第
一

期
竣
工
か
ら
半
世
紀
以
上
の
月
日
が
流
れ
、
工
場

を
取
り
巻
く
環
境
も
激
変
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

工
場
は
、今
も
清
新
な
建
築
精
神
を
伝
え
て
い
る
。

工作工場の内部

中央通路から見る仕上粉末室棟

秩父セメント第 2 工場　1956 年
清潔で美しい工場をめざして

東方文化学院京都研究所　撮影：田籠哲也

記憶の建築
松隈　洋
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Gallery 建築作品紹介 ミルボン中央研究所 設計：竹中工務店
施工：竹中工務店

大阪市都心部、都島に建つ研究所の増築である。住宅地に建つ特性上、「外
に閉じ内に開く」構成とし、周辺環境や既存研究所と調和しながらも存
在感のある建築を目指した。コの字の RC 耐震壁から鉄骨造のボリュー
ムが跳ねだす明快な骨格をベースとし、機能分解されたそれぞれのハコ
が積み重なることによって、ヴォイドとしての中庭ではなく、外部空間
を立体的に内包したような建築となっている。研究諸室からの風景の主
役として中庭や屋上庭園を計画しているが、内向的なベクトルの中にも
小さな隙間や開口部を設けることで、都市との連続性が感じられる豊か
な研究環境を形成している。　　　　　　　　　　　（大平卓磨、松本健）

建 築 主：株式会社ミルボン
所 在 地：大阪市都島区
用　　途：研究所
竣　　工：2013.12
構造規模：SRC造（一部S造）
　　　　　地上3階（増築部）
敷地面積：4,111㎡
建築面積：1,178㎡（増築部）
延床面積：2,488㎡（増築部）
写　　真：古川泰造

いたみ犬猫病院 設計：北村陸夫＋ズーム計画工房
施工：有村工務店

いたみ犬猫病院はご夫婦とも獣医師をされていて、親切で腕のいいこと
で評判の病院です。この度、手狭になったため、すぐ近くに新築移転さ
れることになりました。設計するにあたり、来客者に「おもてなし」の
心で接したいと考えました。正面列柱のポーチは建物に奥行や陰影を出
すためですが、来る人をお迎えする空間であります。また待合ホールは
天井が高く、大きなガラス面（東向きのため木製の横ルーバーもある）
からの光に満たされた安らげる空間となっています。ホール壁面にはシ
ンボルカラーの青緑を一面にペイントし、ガラス越しに道路から望める
ようにしました。おかげさまで、目下先客万来で嬉しい悲鳴だそうです。

所 在 地：伊丹市千僧大
用　　途：動物病院
竣　　工：2013.11
構造規模：鉄骨造 2 階建
敷地面積：602.93㎡
建築面積：266.60㎡　
延床面積：423.66㎡
写　　真：母倉知樹
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株式会社 藤枝研磨工業所 篠山工場 第 5 工場 設計：筑波建築設計工房
施工：本間組 関西支店

兵庫県道篠山三和線と宮田川に挟まれた敷地に、アイボリー色の工場棟
がいくつか建ち並んでいる。業界トップクラスの金属精密研磨技術を保
有している藤枝研磨工業所の篠山工場である。この篠山工場に、旗艦工
場となる黒灰色を基調とした外観の新工場を建設した。新工場には篠山
工場全体の中枢となる事務所ゾーンと 1200㎡の工場ゾーンを、2 層吹き
抜けの階段室を挟む単純な矩形で構成した。藤枝研磨工業が創業以来お
こなってきた「和」の理念による経営を受け、奇をてらわずシンプルで
質の高い建築設計をおこなった。エントランス庇下の弁柄色が実直で無
機質な工場に彩りを与えている。　　　　　　　　　　　（筑波幸一郎）

所 在 地：兵庫県篠山市
用　　途：研磨工場
竣　　工：2013.12
構造規模：鉄骨造2階建
敷地面積：8322.07㎡
建築面積：1622.25㎡
延床面積：1848.88㎡
写　　真：田籠哲也

 建築人賞 記念盾　「未来へ！」
 グラスアーティスト 三浦啓子作

会報誌『建築人』では、Gallery に 掲載する作品を
募集しています。

詳しくは、公益社団法人大阪府建築士会『建築人』
Gallery 建築作品掲載係まで。

※モノクロページは住宅に限ります。

【掲載料】
　カラー　 ２ページ　２０万円
　カラー　 １ページ　１０万円
　モノクロ ２ページ　１０万円
　モノクロ １ページ　　５万円

『建築人』Gallery 掲載作品 募集中
2014

第７回
建築人賞
主催：公益社団法人 大阪府建築士会

公益社団法人大阪府建築士会では
本誌「建築人」のGallery に掲載された建築作品を対象に
社会性、芸術性、時代性を考慮して、顕彰、公表することにより
建築技術の進展、建築文化の向上に資することを目的として
建築人賞を実施しています。  

■ 第７回 対象作品
「建築人」2014 年１月号から 2014 年 12 月号まで
Gallery に掲載された建築作品
※建築種別、建築地を問わない。但し、竣工検査済証を受けたもの

■ 表彰（設計者に対して）
建築人賞　　  （賞状と記念盾）
建築人奨励賞  （賞状）
※建築主・施工者には感謝状授与

■ 受賞発表
建築人 2015 年７月号誌面（予定）

■ 問い合わせ
公益社団法人大阪府建築士会「建築人賞」係
TEL 06-6947-1961 FAX 06-6943-7103

■ 審査方法（２段階審査）
一次審査　建築人誌面より選定
二次審査　二次審査資料により選定（現地視察含む）

■ 審査委員長　古谷 誠章（早稲田大学教授） 
1955年　東京都生まれ
1978年　早稲田大学理工学部建築学科卒
1980年　早稲田大学大学院修了
1986～1987年　文化庁芸術家在外研修員として
　　　　　　　マリオ・ボッタ事務所在籍
1994年～　八木佐千子とスタジオナスカ（現NASCA）
　　　　　共同設立
1994年～　早稲田大学理工学部助教授
1997年～　早稲田大学教授
本年度より建築人審査委員長
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が
あ
る
。
こ
の
エ
リ
ア
を
中
心
に
し
て
、
光
の

ま
ち
づ
く
り
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
整
備
は
進
め
ら

れ
て
き
た
。

　

中
之
島
西
部
エ
リ
ア
は
、
現
代
大
阪
を
代
表

す
る
文
化
・
交
流
・
住
居
空
間
で
あ
る
。
国
際

会
議
場
、
放
送
局
、
サ
テ
ラ
イ
ト
大
学
院
、
美

術
館
、
ホ
テ
ル
な
ど
が
立
ち
並
び
、
超
高
層
の

マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
が
新
た
な
都
市
住
居
エ
リ
ア

を
形
成
し
て
い
る
。
堂
島
大
橋
︵
写
真
１
︶、

玉
江
橋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
大
阪
国
際
会
議
場

前
護
岸
、ほ
た
る
ま
ち
護
岸
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、

大
阪
国
際
会
議
場
前
港
、
福
島
港
︵
ほ
た
る
ま

ち
港
︶
と
い
っ
た
船
着
場
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な

ど
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

中
之
島
中
央
エ
リ
ア
は
、
中
央
公
会
堂
、
府

立
図
書
館
、
日
銀
大
阪
支
店
な
ど
の
近
代
建
築

が
集
積
し
、
近
代
大
阪
の
風
格
が
残
る
空
間
で

あ
る
。
中
之
島
ガ
ー
デ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
、
堂
島
川

の
阪
神
高
速
橋
脚
、
日
本
銀
行
北
側
護
岸
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
は
、
水
都
大
阪
を
象
徴
す
る
イ

メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
の
ブ
ル
ー
で
統
一
さ
れ
た
演
出

が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

中
之
島
公
園
エ
リ
ア
は
、
自
然
に
ふ
れ
る
都

心
の
憩
い
の
空
間
で
あ
る
。
中
之
島
公
園
の
整

備
も
行
わ
れ
、
土
佐
堀
川
南
側
に
は
北
浜
テ
ラ

ス
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
天
満
橋
・
天
神
橋
・

難
波
橋
の
三
橋
は
﹁
浪
速
︵
な
に
わ
︶
の
三
大

橋
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
二
〇
〇
九
年
八
月

に
天
神
橋
と
難
波
橋
、
二
〇
一
一
年
七
月
に
天

満
橋
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
開
始
さ
れ
た
。

「
光
の
暦
」

　

い
つ
訪
れ
て
も
楽
し
い
街
と
な
る
よ
う
、

﹁
光
の
都
市
軸
﹂
に
光
の
イ
ベ
ン
ト
や
光
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
よ
る
季
節
感
を
与
え
る
こ
と

で
、
光
の
ま
ち
大
阪
を
活
性
化
す
る
取
り
組
み

が
﹁
光
の
暦
﹂
で
あ
る
。

　

特
に
冬
の
光
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
は
、﹁
Ｏ

第
13
回

「光のまちづくり」による大阪の都市魅力向上

石田　文章
関西電力株式会社総合企画本部地域エネルギー開発グループ担当部長および光のまちづくり推進委員会事務局長。1986 年 3 月東京大学工学部
電気工学科卒業、同年 4 月関西電力に入社。主に、送変電設備の計画、解析業務に従事。以降、2003 年 6 月研究開発室研究企画グループマネ
ジャー、2007 年 6 月秘書室マネジャー、2009 年 6 月 NEDO（新エネルギー・産業技術総合開発機構）新エネルギー部統括研究員出向を経て、
2012 年 6 月より現職。現在は、スマートグリッド、スマートコミュニティ、再生可能エネルギーの戦略策定の分野に携わる。専門分野は、電
力システム解析、再生可能エネルギー技術、スマートグリッド技術。

大阪の冬の風物詩となった「OSAKA 光のルネサンス」「御堂筋イルミネーション」が、昨年から「大阪・
光の饗宴」とネーミングを変え、さらにバージョンアップしました。「光のまちづくり推進委員会」事務局
長の関西電力・石田文章さんに、その活動の趣旨から今後の展開などについてご紹介をいただきます。

　

大
阪
で
は
、
二
〇
〇
二
年
に
﹁
花
と
緑
・
光

と
水
懇
話
会
﹂
が
発
足
し
、
都
市
再
生
へ
の
官

民
あ
げ
て
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
、
そ
の
後

二
〇
〇
四
年
に
﹁
光
の
ま
ち
づ
く
り
企
画
推
進

委
員
会
﹂
が
結
成
さ
れ
、
大
阪
の
光
の
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
本
格
的
な
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
二
〇
一
三
年
七
月
か
ら
メ
ン
バ
ー
も
見
直

し
、﹁
光
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
﹂
と
し

て
再
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー
と
し
て

は
、
大
阪
府
、
大
阪
市
、
民
間
、
有
識
者
な
ど

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
四
年
か
ら
の
大
阪
の
光
の
ま
ち
づ
く

り
の
活
動
か
ら
一
〇
年
が
経
過
し
た
が
、
官
民

が
協
力
し
た
活
動
が
徐
々
に
実
を
結
び
、
行
政

に
よ
る
橋
梁
、
護
岸
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
整
備
、

民
間
に
よ
る
高
速
道
路
橋
脚
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、

近
代
建
築
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
ビ
ル
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
な
ど
が
実
現
し
て
い
っ
た
。

大
阪
・
光
の
ま
ち
づ
く
り
二
〇
二
〇
構
想

　

二
〇
〇
四
年
に
策
定
さ
れ
た
﹁
大
阪　

光
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
﹂︵
図
１
︶
で
は
、﹁
光
の

都
市
軸
﹂﹁
光
の
暦
﹂﹁
光
百
景
﹂
を
基
本
方
針

と
し
て
お
り
、
二
〇
一
〇
年
に
策
定
さ
れ
た
大

阪
・
光
の
ま
ち
づ
く
り
二
〇
二
〇
構
想
で
も
そ

れ
を
継
承
し
て
い
る
。
大
阪
・
光
の
ま
ち
づ
く

り
二
〇
二
〇
構
想
は
二
〇
二
〇
年
を
目
途
に
大

阪
な
ら
で
は
の
一
体
感
あ
る
光
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
、﹁
水
の
都
・
大
阪
﹂
＋
﹁
光
の
都
・

大
阪
﹂を
国
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

行
政
・
民
間
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
た
め

の
指
針
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
構
想
に
基
づ
い

て
各
エ
リ
ア
の
光
の
整
備
や
イ
ベ
ン
ト
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

「
光
の
都
市
軸
」

　

大
阪
・
光
の
ま
ち
づ
く
り
二
〇
二
〇
構
想
で

は
、
光
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
都
市
軸

を
﹁
光
の
都
市
軸
﹂
と
名
づ
け
、﹁
光
の
東
西
軸
﹂

﹁
光
の
南
北
軸
﹂﹁
光
の
回
廊
﹂﹁
光
の
庭
﹂
の

四
つ
の
基
軸
で
構
成
し
て
い
る
︵
図
２
︶。﹁
光

の
東
西
軸
﹂
と
は
、
東
は
大
阪
城
公
園
・
Ｏ
Ａ

Ｐ
・
Ｏ
Ｂ
Ｐ
か
ら
中
之
島
を
経
て
西
は
Ｕ
Ｓ
Ｊ
・

天
保
山
へ
続
く
、
大
川
・
堂
島
川
・
土
佐
堀
川

に
沿
っ
た
軸
を
指
す
。﹁
光
の
南
北
軸
﹂
と
は

大
阪
駅
北
地
区
を
北
端
と
し
、
難
波
・
湊
町
を

南
端
と
し
た
御
堂
筋
を
中
心
と
し
た
軸
線
を
指

す
。﹁
光
の
回
廊
﹂
と
は
八
百
八
橋
と
呼
ば
れ

る
大
阪
の
多
数
の
橋
が
架
か
る
水
上
の
回
遊
動

線
を
指
す
。﹁
光
の
庭
﹂
と
は
光
の
回
廊
の
中

に
位
置
す
る
大
阪
市
中
心
部
の
近
代
建
築
を
中

心
と
し
た
面
的
な
広
が
り
を
指
す
。
光
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
委
員
会
で
は
各
都
市
軸
の
コ
ン
セ

プ
ト
や
今
後
の
展
開
の
方
向
性
を
定
め
て
い
る
。

　

特
に
中
之
島
エ
リ
ア
は
水
都
大
阪
を
代
表
す

る
エ
リ
ア
で
あ
る
。
四
季
折
々
の
自
然
と
恵
ま

れ
た
水
運
な
ど
に
よ
り
、
近
世
か
ら
今
日
に
至

る
ま
で
大
阪
の
発
展
を
支
え
、
水
都
の
イ
メ
ー

ジ
を
作
っ
て
き
た
エ
リ
ア
と
い
え
る
。
豊
か
な

水
と
緑
、
多
く
の
近
代
建
築
、
川
に
架
け
ら
れ

た
数
々
の
橋
梁
な
ど
、
多
く
の
景
観
上
の
資
産

（図１）大阪光のグランドデザイン

光の都市軸

光のまちづくりの
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図 1　大阪 光のグランドデザイン

に
誘
致
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

二
〇
二
〇
年
に
向
け
て

　

光
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
で
は
、
大
阪

の
光
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、

大
阪
の
都
市
魅
力
や
ブ
ラ
ン
ド
力
を
向
上
し
、

国
内
外
か
ら
の
滞
在
型
観
光
客
の
増
加
や
大
阪

の
経
済
力
の
発
展
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
し
て

二
〇
二
〇
年
に
は
、大
阪
ら
し
い
光
で
あ
ふ
れ
、

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る﹁
光
の
都
・
大
阪
﹂
と

な
る
よ
う
、引
き
続
き
今
後
も
官
民
一
体
と
な
っ

て
光
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
光
の
ル
ネ
サ
ン
ス
﹂
と
﹁
御
堂
筋
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
﹂
の
二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
が
大

阪
の
冬
の
風
物
詩
と
な
る
ま
で
に
成
長
し
た
。

二
〇
一
三
年
は
、
大
阪
市
中
心
部
に
お
い
て
、

大
阪
の
新
た
な
都
市
ブ
ラ
ン
ド
向
上
と
国
内
外

へ
の
情
報
発
信
力
強
化
、
観
光
促
進
を
目
指
し

て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
コ
ア
イ
ベ
ン

ト
と
し
、
大
阪
市
内
各
エ
リ
ア
で
展
開
す
る
民

間
主
催
の
光
イ
ベ
ン
ト
と
一
体
化
し
た﹁
大
阪
・

光
の
饗
宴
﹂
と
し
て
開
催
さ
れ
、
全
体
で
は

五
一
七
万
人
の
来
場
者
を
集
め
る
ま
で
に
な
っ

た
︵
写
真
２
︶。

　
﹁
大
阪
・
光
の
饗
宴
﹂
は
、
世
界
的
な
光
の

祭
典
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
・
リ
ヨ
ン
市
﹁
リ
ュ
ミ

エ
ー
ル
祭
﹂
を
目
標
に
、﹁
光
の
首
都
・
大
阪
﹂

を
象
徴
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
と
発
展
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
二
〇
一
三
年

か
ら
、
景
観
や
現
代
ア
ー
ト
な
ど
に
お
い
て
国

内
外
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
方
々
で
構
成
さ
れ

た
﹁
光
の
ア
ー
ト
ア
ワ
ー
ド
審
査
会
﹂
を
設
置

し
、
今
後
も
作
品
の
ク
オ
リ
テ
ィ
の
向
上
に
取

り
組
む
予
定
で
あ
り
、
二
〇
一
五
年
に
は
来
場

者
数
一
〇
〇
〇
万
人
を
目
標
に
し
て
い
る
。

「
光
百
景
」

　

個
性
的
で
、
市
民
が
誇
れ
る
大
阪
の
光
や
大

阪
の
夜
間
景
観
を
集
約
し
、
国
内
外
へ
情
報
発

信
す
る
な
ど
、
大
阪
・
光
の
ま
ち
づ
く
り
の
取

り
組
み
を
促
進
す
る
た
め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
が
﹁
光
百
景
﹂
で
あ
る
。

　

光
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
で
は
、
ｗ
ｅ

ｂ
や
マ
ッ
プ
に
よ
る
情
報
発
信
、
Ｌ
Ｕ
Ｃ
Ｉ

︵Lighting Urban Com
m

unity International

︶

を
通
じ
た
海
外
へ
の
情
報
発
信
な
ど
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

Ｌ
Ｕ
Ｃ
Ｉ
と
は
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ヨ
ン
市
を
中

心
と
す
る
光
景
観
創
造
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

あ
る
。
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
戦
略
的
か
つ
魅
力
的

な
街
づ
く
り
へ
の
大
き
な
要
素
と
し
て
位
置
づ

け
、
都
市
計
画
や
建
築
、
生
活
環
境
面
に
展
開

し
て
い
く
た
め
、
そ
の
活
用
方
法
や
技
術
的
サ

ポ
ー
ト
な
ど
加
盟
都
市
間
で
情
報
共
有
し
な
が

ら
、
よ
り
よ
い
街
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。
日
本
で
は
大
阪
市
の
み

が
二
〇
〇
九
年
か
ら
加
盟
し
て
い
る
。
昨
年

一
一
月
に
は
中
国
・
広
州
で
行
わ
れ
た
Ｌ
Ｕ
Ｃ

Ｉ
年
次
総
会
に
参
加
し
、
光
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
委
員
会
・
橋
爪
紳
也
委
員
長
︵
大
阪
府
立
大

学
教
授
︶
が
大
阪
の
光
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
好
評
を
得

た
。
将
来
的
に
は
Ｌ
Ｕ
Ｃ
Ｉ
年
次
総
会
を
大
阪

写真 1　堂島大橋ライトアップ写真 2　大阪・光の饗宴（大阪市中央公会堂 3D マッピング）
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 光の庭

光の庭
 光の東西軸
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光
の
無
い
真
っ
暗
な
空
間
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。

　

そ
こ
に
一
つ
ず
つ
あ
か
り
を
灯
し
て
ゆ
く
。

あ
か
り
の
中
に
空
間
が
立
ち
現
れ
て
く
る
。
無

駄
の
無
い
最
も
少
な
い
あ
か
り
の
構
成
で
空
間

を
成
り
立
た
せ
た
い
。
そ
れ
こ
そ
が
、
空
間
の

本
質
を
捉
え
、
よ
り
良
く
見
せ
る
こ
と
に
繋
が

る
。
そ
う
語
る
の
は
、
今
回
、
取
材
に
訪
れ
た

ア
カ
リ
・
ア
ン
ド
・
デ
ザ
イ
ン
を
主
宰
さ
れ
て
い

る
照
明
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
吉
野
弘
恵
さ
ん
で
あ
る
。

　

吉
野
さ
ん
の
言
葉
を
引
用
す
る
と
建
築
照
明

と
は
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
事

で
あ
る
。
そ
れ
は
如
何
に
空
間
を
照
明
に
よ
っ

て
引
き
立
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
で
あ
り
、

そ
う
で
あ
り
な
が
ら
如
何
に
照
明
自
身
を
消
す

︵
目
立
た
な
く
す
る
︶
こ
と
が
で
き
る
か
で
あ

る
。
空
間
を
引
き
立
た
せ
る
為
に
は
、
照
明
は

主
張
し
て
は
い
け
な
い
と
考
え
る
。
吉
野
さ
ん

が
手
掛
け
る
建
築
照
明
は
、
空
間
全
体
が
一
つ

の
照
明
そ
の
も
の
に
な
り
、
言
葉
に
で
き
な
い

心
地
よ
さ
を
創
り
出
し
て
い
る
。

　

取
材
当
日
、
吉
野
さ
ん
事
務
所
を
訪
れ
た
私

は
、
様
々
な
国
際
的
評
価
を
受
け
ら
れ
て
い
る

照
明
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
い
う
肩
書
き
か
ら
、
ど
こ

か
独
善
的
で
少
々
気
難
し
い
人
柄
を
勝
手
に
想

像
し
て
い
た
。し
か
し
、出
迎
え
て
く
れ
た
の
は
、

私
の
想
像
と
は
逆
の
、
親
し
み
と
安
心
感
を
覚

え
る
温
厚
で
人
当
た
り
の
良
い
方
で
あ
っ
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
と
言
う
と
、
綺
麗
で
見
栄
え
の
よ

い
も
の
を
想
像
さ
れ
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
そ
れ
は
デ
ザ
イ
ン
の
ほ

ん
の
一
要
素
で
し
か
な
い
。
デ
ザ
イ
ン
と
は
本

来
、
与
え
ら
れ
た
条
件
の
中
で
、
そ
こ
に
在
り

な
が
ら
、
見
え
て
い
な
い
も
の
や
、
そ
れ
ら
を

使
う
人
々
の
無
意
識
の
欲
求
ま
で
を
も
拾
い
出

し
、
す
く
い
上
げ
、
整
理
し
、
並
べ
替
え
、
新

し
い
価
値
を
生
ん
で
ゆ
く
営
み
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

そ
の
こ
と
を
吉
野
さ
ん
は
﹁
建
築
空
間
の
い

い
と
こ
ろ
探
し
﹂
と
い
う
言
葉
で
表
す
。﹁
照

明
が
目
立
っ
て
は
い
け
な
い
﹂、﹁
出
来
る
だ

け
少
な
い
要
素
で
空
間
を
成
立
さ
せ
た
い
﹂
と

吉
野
さ
ん
は
言
う
。
そ
れ
こ
そ
が
﹁
建
築
空
間

の
い
い
と
こ
ろ
探
し
﹂
で
あ
り
、
空
間
が
持
つ

良
さ
を
見
つ
け
、
最
大
限
に
活
か
す
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
設
計
者
か
ら
﹁
よ

く
解
か
っ
た
ね
、
そ
こ
は
僕
が
空
間
的
に
気
に

入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
﹂
と
の
言
葉
を
か
け
ら
れ

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
、
そ
の
言
葉
を
聞
く
の

が
嬉
し
い
と
話
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
吉
野
さ
ん
は
、
初
め
か
ら
照
明
デ

ザ
イ
ン
の
道
を
志
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

大
学
で
環
境
計
画
を
学
ん
だ
吉
野
さ
ん
は
、

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
目
指
し
て
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
周
辺
機
器
メ
ー
カ
ー
と
し
て
有
名

な
エ
レ
コ
ム
㈱
に
就
職
し
た
。
そ
こ
で
の
仕
事

に
や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
も
、
も
っ
と
デ
ザ

イ
ン
だ
け
を
純
粋
に
追
い
求
め
た
い
と
の
思
い

か
ら
、
転
職
を
決
意
し
た
。

　

転
職
先
は
照
明
の
ヤ
マ
ギ
ワ
で
あ
っ
た
。
面

接
の
際
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
を
希
望
し
た

吉
野
さ
ん
だ
が
﹁
照
明
デ
ザ
イ
ン
は
も
っ
と
面

あ
か
り
が
照
ら
す
も
の
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白
い
よ
﹂
と
誘
わ
れ
、
面
白
い
な
ら
い
い
だ
ろ

う
と
入
社
す
る
。
配
属
先
は
、
意
匠
を
扱
う
Ｌ

Ｄ
ヤ
マ
ギ
ワ
研
究
所
で
は
な
く
、
照
明
計
画
な

ど
を
行
う
Ｔ
Ｌ
ヤ
マ
ギ
ワ
研
究
所
で
あ
っ
た
。

照
明
器
具
な
ど
を
華
や
か
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
Ｌ

Ｄ
と
は
対
照
的
に
、
Ｔ
Ｌ
で
は
黙
々
と
テ
ン
プ

レ
ー
ト
を
使
っ
て
図
面
上
に
ダ
ウ
ン
ラ
イ
ト
を

落
と
し
込
む
地
味
な
作
業
ば
か
り
の
日
々
が
続

い
た
。
最
初
の
数
年
間
は
辞
め
る
こ
と
ば
か
り

を
考
え
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

　

吉
野
さ
ん
の
転
機
は
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
る
の

と
時
を
同
じ
く
し
て
、
空
間
を
扱
う
ダ
ウ
ン
ラ

イ
ト
の
研
究
開
発
に
携
わ
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

光
の
本
質
を
知
り
、
華
や
か
な
外
見
の
意
匠
に

向
い
て
い
た
目
が
、
空
間
そ
の
も
の
へ
と
向
か

い
、
照
明
に
対
す
る
考
え
方
が
大
き
く
変
わ
っ

た
の
だ
。

　

照
明
の
善
し
悪
し
の
判
断
基
準
を
聞
く
と

﹁
グ
レ
ア
の
あ
る
な
し
が
、
照
明
環
境
の
善
し

悪
し
を
別
け
る
。
け
れ
ど
グ
レ
ア
ま
で
気
に
か

け
て
し
っ
か
り
と
整
え
ら
れ
た
照
明
環
境
は
少

な
い
﹂
と
吉
野
さ
ん
は
言
う
。

　

グ
レ
ア
と
は
不
快
な
輝
度
の
こ
と
で
、
光
源

が
直
接
目
に
入
る
こ
と
や
、
映
り
こ
み
な
ど
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
。
設
計
に
お
け
る
対

策
と
し
て
は
遮
光
角
三
〇
度
以
上
の
器
具
を
用

い
る
な
ど
い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。
し

か
し
そ
れ
以
前
に
直
接
光
源
が
目
に
入
ら
な
い

よ
う
に
、
映
り
込
ま
な
い
よ
う
に
と
、
丁
寧
に

気
を
配
る
だ
け
で
随
分
と
美
し
い
光
環
境
を
得

る
こ
と
が
出
来
る
。

　

そ
こ
に
は
奇
を
て
ら
う
事
な
く
、
当
り
前
の

事
を
当
り
前
に
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
美
し

い
照
明
空
間
を
創
ろ
う
と
す
る
吉
野
さ
ん
の
設

計
思
想
が
根
本
に
あ
る
。
先
の
﹁
建
築
空
間
の

い
い
と
こ
ろ
探
し
﹂
の
言
葉
の
中
に
エ
ゴ
は
全

く
見
え
な
い
。
ひ
た
む
き
に
空
間
の
良
さ
を
見

つ
け
る
こ
と
で
、
照
明
や
建
築
を
超
え
た
空
間

全
体
に
立
ち
現
れ
て
く
る﹁
真
に
豊
か
な
も
の
﹂

を
目
指
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
た
だ
美
し
い
空

間
を
つ
く
り
た
い
、と
い
う
思
い
で
し
か
な
い
。

　

吉
野
さ
ん
に
﹁
あ
か
り
に
つ
い
て
、
み
ん

な
に
伝
え
た
い
こ
と
は
﹂
と
尋
ね
て
み
る
と
、

﹁
も
っ
と
あ
か
り
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
﹂
と
の

答
え
が
返
っ
て
き
た
。﹁
あ
か
り
を
楽
し
む
﹂

と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

　

今
を
生
き
る
私
た
ち
は
人
工
の
あ
か
り
を
当

り
前
と
し
て
生
活
し
て
い
る
が
、
古
か
ら
最
近

ま
で
人
は
長
き
に
わ
た
り
そ
の
殆
ど
を
太
陽
光

と
火
の
光
の
も
と
で
生
き
て
き
た
。
そ
れ
は
今

も
私
た
ち
の
記
憶
の
中
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
、

私
た
ち
の
行
動
に
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
。

　

吉
野
さ
ん
は
一
般
家
庭
で
も
よ
く
目
に
す
る

蛍
光
灯
の
白
い
光
を
指
し
て
﹁
あ
れ
は
、
働
け

ビ
ー
ム
で
す
﹂
と
表
現
さ
れ
て
い
た
。
蛍
光
灯

の
白
い
光
は
、
日
中
の
太
陽
光
と
同
じ
で
、
そ

の
光
の
下
で
は
人
は
活
動
状
態
に
な
り
、
緊
張

し
た
状
態
が
続
き
、
心
が
休
ま
る
こ
と
が
な
い

と
い
う
。
家
族
み
ん
な
が
心
安
ら
か
に
団
欒
す

る
場
所
に
﹁
は
た
ら
け
ビ
ー
ム
は
必
要
な
い
﹂

と
吉
野
さ
ん
は
言
う
。

　

光
の
位
置
を
表
す
﹁
高
度
﹂、
光
の
強
さ
を

表
す
﹁
照
度
﹂、
そ
し
て
炎
が
温
度
に
よ
っ
て

発
す
る
色
の
変
化
を
表
す
﹁
色
温
度
﹂。
こ
れ

ら
が
﹁
三
高
﹂
の
状
態
で
あ
る
時
は
日
中
の
太

陽
光
と
同
じ
で
あ
り
、
逆
に
全
て
が
低
い
﹁
三

低
﹂
の
状
態
は
囲
炉
裏
や
焚
火
の
炎
が
つ
く
る

あ
か
り
と
同
じ
で
あ
る
。
心
休
め
る
空
間
に
相

応
し
い
あ
か
り
は
ど
ち
ら
か
説
明
の
必
要
も
無

い
で
あ
ろ
う
。

　
﹁
家
族
が
集
う
食
事
の
場
所
や
心
安
ら
か
に

過
ご
し
た
い
夜
は
、
蛍
光
灯
の
白
い
光
を
消
し

て
、
白
熱
灯
の
温
か
な
あ
か
り
に
変
え
て
み
て

欲
し
い
。
き
っ
と
豊
か
な
﹁
真
の
あ
か
り
﹂
に

よ
る
生
活
が
得
ら
れ
る
﹂と
吉
野
さ
ん
は
言
う
。

　

私
た
ち
は
明
る
さ
ば
か
り
を
追
い
求
め
、
憩

い
の
場
に
ま
で
白
い
光
を
持
ち
込
み
、
そ
れ
が

豊
か
さ
だ
と
誤
解
し
、
未
だ
に
効
率
ば
か
り
を

追
い
求
め
て
い
る
。
所
有
す
る
こ
と
が
豊
か
さ

で
、
明
る
い
こ
と
が
良
し
と
さ
れ
る
誤
っ
た
認

識
を
改
め
、
真
の
豊
か
さ
と
は
何
か
を
も
う
一

度
問
い
直
す
必
要
が
あ
る
。
吉
野
さ
ん
と
の
会

話
の
中
に
そ
の
答
え
が
あ
る
と
感
じ
た
。

　

人
は
、
そ
の
昔
、
光
を
通
し
て
神
を
見
た
。

光
の
記
憶
を
呼
び
覚
ま
す
こ
と
で
真
に
豊
か
な

も
の
へ
と
向
か
う
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
は
意

外
と
身
近
な
所
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
吉

野
さ
ん
の
豊
か
な
あ
か
り
環
境
へ
の
取
り
組
み

を
力
強
く
感
じ
た
今
回
の
取
材
で
あ
っ
た
。

匠
の
巧  

■  

ア
カ
リ
・
ア
ン
ド
・
デ
ザ
イ
ン 

吉
野
弘
恵
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◆審査総評

　本年の審査対象 63 件（建物 59 件、まちなみ 4 件）から、例年通り審査資料にもとづいた 1 次審査で 11 件を選出し、
現地審査による 2 次審査を行った。受賞作品は、教育施設、研究施設、商業施設、公共施設、医療施設、住宅、劇場、オフィ
スビル、体育施設と例年にも増してバラエティゆたかなものとなっている。
　大阪府知事賞を受賞した関西外国語大学中宮キャンパスインターナショナル・コミュニケーション・センターは、大
学施設の地域開放を前提としたデザインとなっており、道路に面した部屋をガラス張りにすることで室内のアクティビ
ティが道路に賑わいを醸しだす演出がなされている。大阪市長賞を受賞したアステラス製薬加島事業場厚生棟は、企業
マークの曲線で壁面をデザインすることで柔らかな印象を与えている。審査員特別賞は、一昨年はまちなみ賞、過去に
は大阪府建築士会長賞と呼ばれていたもので、卓越した建築デザインがまちなみを形成している作品に与えられるもの
であるが、今年度の受賞作品である茶屋町ガーデンビルは、手のひらサイズのセラミックブロックを連ねたスクリーン
で建物を覆い、特徴あるファサードをつくっている。また、緑化賞を受賞した堺市立健康福祉プラザは、隣接する大仙
公園や仁徳天皇陵の緑を意識し、壁面緑化を施している作品である。竣工後 1 年半ほどのため緑が十分に育っていると
は言いがたいが今後の生長に期待しての受賞であった。
　さらに奨励賞を受賞した 5 作品もそれぞれに特徴ある作品となっている。老木レディスクリニック 2 は、コンクリート打ち放しのシャープなデザ
インが印象的である。紀州街道の家は、歴史的まちなみに調和させるべく新たな和風のデザインを施している。オリックス劇場は長年大阪の人々に
親しまれてきた大阪厚生年金会館のリニュアール物件である。大正製薬関西支店は、地区計画による 5m の壁面後退部分の緑化を施し、中庭には地下
1 階から伸びる竹林をつくっている。J-GREEN 堺はサッカーのトレーニングセンターであり、殺伐としがちな埋立地に緑豊かな景観を生み出している。

審査委員長　久　隆浩

建築位置：岸和田市下野町
完成年月：2012 年 2 月
主 用 途：戸建住宅
建 築 主：奥　忠道
設 計 者：アーキテクト五一
　　　　　吉野設計
施 工 者：㈱阪本工務店
撮 影 者：下村康典

主催　大阪府・大阪市・（公社）大阪府建築士会・（一社）大阪府建築士事務所協会・（公社）日本建築家協会近畿支部・（一社）日本建築協会

奨励賞 紀州街道の家
建築位置：和泉市あゆみ野 1-4-1
完成年月：2012 年 3 月
主 用 途：医療施設
建 築 主：医療法人
　　　　　老木レディスクリニック
設 計 者：安藤忠雄建築研究所
施 工 者：㈱竹中工務店

奨励賞 老木レディスクリニック2

〈講評〉
本施設は、法面上に立地するため周辺道路からは視認しにくく、起伏の
ある郊外丘陵地の景観を損なうことなく建設されている。さらに、敷地
周辺におけるシマトネリコ等の高木植栽や屋上緑化が周辺環境に馴染ん
でいる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（審査員　下村泰彦）

建築位置：大阪市西区新町 1-14-15
完成年月：2012 年 3 月
主 用 途：劇場
建 築 主：オリックス不動産㈱
設 計 者：㈱久米設計
施 工 者：㈱竹中工務店
撮 影 者：内山雅人

建築位置：
　豊中市新千里西町 1-1-5
完成年月：2012 年 6 月
主 用 途：事務所
建 築 主：大正製薬㈱
設 計 者：㈱竹中工務店
施 工 者：㈱竹中工務店
撮 影 者：古川泰造

奨励賞 オリックス劇場 奨励賞 大正製薬関西支店

〈講評〉
思い出の風景が残る
旧厚生年金会館大ホールが、そのイメージシンボルである備前焼の陶板タイルととも
に蘇った。劇場前の公園と一体となって、大阪の都市施設として、西区の思い出
の風景を継承している。今後の魅力ある運営を期待する。（審査委員　塚口明洋）

〈講評〉
中国自動車道と新御堂筋の交差点に面する立地にあって、外観を覆う水平ルー
バーが機械やスピードを連想させる。一方、人々が行き交う足元には、在来種
による緑化が施される。自動車道路からのダイナミックな景観と、歩道からのヒュー
マンな景観、ふたつの眺めの実現を試みた建築である。　（審査員　中嶋節子）

建築位置：
　堺市堺区築港八幡町138-2、
　144、145、146-1、149の各一部
完成年月：2012 年 2 月
主 用 途：クラブハウス、
　　　　　合宿所、
　　　　　屋外観覧席
建 築 主：堺市
　　　　　一般社団法人 大
　　　　　阪府サッカー協会

〈講評〉
用途転換で臨海地域のメリットを活かし、一般に開かれた世界水準の施設が出来た事を歓迎
したい。手入れされた天然芝は平面の緑化だが魅力的な空間を提供し、構造物は強く主張す
る事なく未来の夢を育む子供たちが主役となれる場を提供している。 （審査委員　藤本英子）

奨励賞 J-GREEN 堺（堺市立サッカー・ナショナルトレーニングセンター）

〈講評〉
岸和田駅以南の道筋はかなりまちなみ整備がされているが以北はこのままでは街並が壊れ
そうだ。下町気質の真ん中のこの下野町はまだ旧い大正や昭和初期の時代を経た美が残
存していてるがその内生活に適さなくなると、とんでもない建物に変貌しかねない。これは2軒
を一つにし2世代3世代共に暮らし生活出来る平成の町屋の創出だ。いずれ年月の美を備え
る迄家族は家も町も大切に護り育て街も街道も続いて欲しいと願う。日本中の旧街道沿いの
町家での暮しを愛する人達と地域の共通の問題だと痛感する。（審査委員　夏原晃子）

設 計 者：㈱昭和設計
　　　　　㈱ユーデーコンサ
　　　　　ルタンツ
　　　　　㈱竹中工務店
施 工 者：大林道路・西武造
　　　　　園・花谷建設・大
　　　　　容建設共同企業体
　　　　　竹中工務店・橋爪
　　　　　工務店共同企業体
撮 影 者：堺市

審査風景

第33回大阪都市景観建築賞（愛称 大阪まちなみ賞）入賞作品

◆表彰目的　周辺環境の向上に資し、かつ、景観上優れた建物や建物を中心とするまちなみを表彰することにより、個性と風格のある都市景観の
　　　　　　形成に寄与するとともに、都市景観に対する意識の高揚を図ることを目的とする。

◆対　　象　大阪府域内の建物（平成 20 年 10 月 1 日から平成 24 年 7 月 31 日までに完成したもの）及び
　　　　　　建物を中心としたまちなみ（平成 24 年 7 月 31 日までに完成したもの）で、一般の方々から推薦を受けたもの。

◆審査委員　※50音順　審査委員長＊

	 指田孝太郎（建築）	 佐藤　泰博（報道）	 下村　泰彦（造園）
	 （公社）大阪府建築士会相談役	 産経新聞大阪本社編集局社会部部長	 大阪府立大学大学院生命環境科学研究科教授

	 塚口　明洋（建築）	 中嶋　節子（建築）	 夏原　晃子（デザイン）
	 （公社）日本建築家協会近畿支部幹事・大阪地域部会長	 京都大学大学院人間・環境学研究科准教授	 美術造形デザイナー

	 久　　隆浩＊（都市計画）	 藤本　英子（芸術）
	 近畿大学総合社会学部環境系専攻教授	 京都市立芸術大学美術学部デザイン科教授

建築位置：枚方市上野 3-600-4
完成年月：2012 年 7 月
主 用 途：学校
建 築 主：学校法人 関西外国語大学

大阪府知事賞 関西外国語大学中宮キャンパス
　　　　　インターナショナル・コミュニケーション・センター

〈講評〉
大学の地域貢献が求められるなか、接道部分の校舎を活かして地域住民の利
用の用に供するだけでなく、地域景観を形づくっている好作品である。道路側
にはレストランやカフェテラスを配し、またワークショップなどができる教室をガラス
張りにすることで賑わいを演出している。さらに道路と外部空間でつながった中
庭側は、各階を微妙にずらすことで生まれる立体感が表情豊かなファサードを形
づくっており、植栽もしっかりと取られている。　　　　（審査委員長　久　隆浩）

建築位置：
　大阪市淀川区加島 2-1-6
完成年月：2012 年 1 月
主 用 途：
　研究所・厚生施設
建 築 主：
　アステラス製薬㈱
設 計 者：
　清水建設㈱
　㈱フィールドフォー・
　デザインオフィス
施 工 者：清水建設㈱
撮 影 者：
　㈲フジタ写真工房

大阪市長賞 アステラス製薬 加島事業場 厚生棟

〈講評〉
製薬会社の医薬品研究施設という性格上、敷地境界でセキュリティを確
保するために閉じられた表情となりがちであるが、前面道路側の既存樹
木を全て残して緑の前庭を設け、大きなガラスカーテンウォールが印象
的なファサードとして、街に対して開かれた表情をつくっている。敷地
内の既存施設から利用しやすいよう配慮した通り抜けの通路、各所に設
けられた屋上庭園やコミュニケーションスペースなど、研究者間の「知
の交流」を促す、気持ちの良い、爽やかな厚生施設である。

（審査委員　指田孝太郎）

建築位置：
　大阪市北区茶屋町 4-4
完成年月：2011 年 12 月
主 用 途：商業施設
建 築 主：興亜㈱
設 計 者：㈱日建設計
施 工 者：㈱竹中工務店
撮 影 者：岡本公二

（テクニスタッフ）

審査員特別賞 茶屋町ガーデンビル

〈講評〉
都心の繁華街に立地する本施設は、セラミックブロックで作られた「連
ね格子」がスクリーン状の境界線を形成し、高密な商業地域における賑
わいのある界隈景観を呈している。また、建て詰まった地域での狭幅員
道路に面している状況にあって、各階テラスでの屋上緑化に加え、前面
のセットバック部分に植栽されたヤマザクラが道行く人にとってスク
リーンから垣間見え、緑の少ない本地域において季節感と潤いのある景
観を提供している。　　　　　　　　　　　　　　（審査委員　下村泰彦）

建築位置：堺市堺区旭ヶ丘中町 4-3-1
完成年月：2012 年 2 月
主 用 途：児童福祉施設等
建 築 主：堺市

緑化賞 堺市立健康福祉プラザ

〈講評〉
北に仁徳陵、南に履中陵を望み、大仙公園と隣接した緑あふれる立地を
生かし、壁面緑化や屋上緑化を積極的に取り入れて周辺環境との調和を
図っているほか、再生材や自然素材を使用するなど環境保全にも配慮し
ている。スポーツセンター機能を含む都市型の障害者福祉センターで、
障害者と市民の交流の場となる拠点として、明るく生き生きとした空間
を作り出している。　　　　　　　　　　　　　　（審査委員　佐藤泰博）

設 計 者：梓・髙橋設計共同体
施 工 者：錢高・東レ・大井建設
　　　　　工事企業体
撮 影 者：薮内正直

設 計 者：㈱日建設計
施 工 者：㈱竹中工務店
撮 影 者：古田雅文
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理
事
会
報
告
　
　
　
文
責　

本
会
事
務
局

日
時　

三
月
十
九
日︵
水
︶十
六
時
～
十
七
時
三
十
分

場
所　

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪

出
席　

理
事
三
九
名
、
監
事
二
名
、
顧
問
他
一一
名

︵
１
︶
会
計
報
告
の
承
認
に
つ
い
て

二
月
末
日
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、
収
益

一
三
二
、〇
〇
八
、〇
六
六
円
、
費
用
一
二
二
、四

九
四
、四
六
〇
円
、
増
減
九
、五
一
三
、六
〇
六

円
を
報
告
し
て
承
認
さ
れ
た
。

︵
２
︶
平
成
二
十
五
年
度
決
算
見
込
み
に
つ
い
て

現
時
点
で
の
決
算
見
込
み
は
収
支
差
引
約
二
三
六

万
円
の
黒
字
予
測
と
な
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

︵
３
︶
平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

基
本
目
標
を
掲
げ
て
、
公
益
目
的
事
業
一
・
二
・

三
、
収
益
事
業
、
そ
の
他
事
業
の
五
部
門
に
区
分

し
た
事
業
項
目
と
目
的
を
明
記
し
た
も
の
を
平
成

二
十
六
年
度
事
業
計
画
と
し
て
承
認
し
た
。

︵
４
︶
平
成
二
十
六
年
度
予
算
に
つ
い
て

正
会
員
数
の
減
少
傾
向
、
事
業
系
の
参
加
者
減

等
を
考
察
の
う
え
、
平
成
二
十
六
年
度
予
算
は
、

収
入
及
び
支
出
を
一
五
〇
、四
二
九
、〇
〇
〇
円
、

差
引
額
を
〇
と
計
上
し
て
承
認
し
た
。

︵
５
︶
平
成
二
十
六
年
度
機
構
・
会
務
分
掌
︵
案
︶

新
年
度
の
機
構
に
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
、
ヘ
リ

テ
ー
ジ
の
部
門
を
社
会
貢
献
委
員
会
内
に
増
設
す

る
こ
と
を
承
認
し
た
。
ま
た
、
新
任
理
事
候
補
者

及
び
留
任
理
事
・
監
事
候
補
者
を
対
象
に
会
務
分

掌
案
を
提
示
し
て
理
事
会
承
認
し
、
各
候
補
者
を

定
時
総
会
に
諮
り
理
事
・
監
事
を
選
任
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

︵
６
︶
事
務
局
職
員
の
人
事
評
価
規
程
に
つ
い
て

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目

的
と
す
る
こ
と
を
説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

︵
７
︶
近
畿
会
長
会
議
よ
り
本
会
会
長
を
連
合
会

副
会
長
に
推
す
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

　
　

建
築
相
談

　
　

建
築
士
の
見
た
ト
ラ
ブ
ル
事
例
︵
二
十
︶

　
　
﹁
一
式
﹂
か
ら
見
え
る
も
の

編
・
構
成　
橋
本
頼
幸

　

今
月
は
、相
談
委
員
の
守
屋
一
之
様
に
話
題
提
供
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

＜

相
談
事
例
１＞

一
式
工
事
は
ど
こ
ま
で
！？

　

建
物
の
外
観
に
目
立
つ
傷
み
が
多
く
な
り
、屋
根
瓦

の
し
っ
く
い
の
や
り
替
え
、破
風
板
の
板
金
を
工
務
店
に

依
頼
し
た
。工
務
店
か
ら
は﹁
屋
根
工
事
一
式
﹂で
見
積

を
受
け
取
り
、先
日
完
成
、引
き
渡
し
を
受
け
た
。し
か

し
、施
工
範
囲
が
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
と
違
い
、施
工
さ
れ

て
い
な
い
箇
所
も
あ
っ
た
。再
施
工
を
求
め
た
も
の
の
、施

工
す
る
に
は
足
場
が
必
要
と
な
り
追
加
費
用
が
か
か
る

と
言
わ
れ
た
。

　

屋
根
工
事
一
式
と
い
う
の
は﹁
全
部
や
り
ま
す
よ
﹂と

い
う
こ
と
で
は
な
い
の
か
？

＜

相
談
事
例
２＞
見
積
も
り
比
較
の
末
・・・

　

屋
根
葺
き
替
え
工
事
、雨
樋
の
交
換
工
事
、外
壁
塗

装
の
工
事
の
見
積
も
り
を
３
社
に
依
頼
し
た
。Ａ
社
、Ｂ

社
の
見
積
も
り
に
は
詳
細
に
項
目
が
書
か
れ
、似
た
よ

う
な
金
額
が
提
示
さ
れ
た
。Ｃ
社
に
は
細
か
な
記
載
は

無
く
そ
れ
ぞ
れ
の
工
事
が一
式
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。

金
額
は
僅
差
で
Ｃ
社
が
少
し
高
い
の
だ
が
、以
前
の
台
風

被
害
の
修
理
を
、少
額
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
親
切
に

対
応
し
て
貰
っ
た
Ｃ
社
に
お
願
い
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　

Ｃ
社
の
工
事
一
式
に
は
、他
社
の
項
目
に
あ
る
内
容
を

全
て
含
ん
で
い
る
と
考
え
契
約
し
て
も
良
い
か
？

「
一
式
」が
示
す
も
の

　

守
屋
さ
ん
は
、こ
の﹁
一
式
﹂表
記
で
、リ
フ
ォ
ー
ム
業
者

の
体
質
や
性
格
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
お
伝
え

し
た
そ
う
で
す
。守
屋
さ
ん
は
こ
う
続
け
ま
す
。

　

詳
細
な
見
積
も
り
を
作
る
事
が
不
得
手
、そ
こ
は
人

情
で
カ
バ
ー
、依
頼
以
上
の
工
事
行
う
業
者
も
存
在
し

ま
す
が
、後
々
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
事
も
多
い
も
の
で
す
。詳

細
な
見
積
も
り
か
ら
は
、事
前
に
リ
フ
ォ
ー
ム
の
内
容
を

わ
か
り
や
す
く
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
、工
事
後
に
ト

ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
よ
う
に
説
明
を
書
面
に
残
そ
う
と

し
て
い
る
か
、と
い
っ
た
配
慮
、業
者
の
姿
勢
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

発
注
者
と
施
工
者
の
認
識
の
違
い

　

曖
昧
な
表
現
で
は
、頼
む
方
と
頼
ま
れ
る
方
で
認
識

が
異
な
る
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

最
終
的
に
判
断
す
る
の
は
、相
談
者
自
身
で
す
が
、﹁
一

式
﹂と
い
う
表
現
で
は
、発
注
者
が
思
っ
て
い
る
範
囲
と
、

施
工
者
が
思
っ
て
い
る
工
事
範
囲
に
違
い
が
あ
る
と
思
っ

て
お
い
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
は
、発
注
者
と
設
計
者
の
関
係
も
同
じ
こ
と
が

言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
」と
な
ら
な
い
た
め
に

　

守
屋
さ
ん
は
、相
談
者
に
以
下
の
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

細
か
い
明
細
を﹁
よ
く
わ
か
ら
な
い
か
ら
﹂と
敬
遠
せ

ず
、﹁
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
﹂と
後
で
後
悔
す
る
事

を
無
く
す
た
め
に
も
、わ
か
ら
な
い
事
は
何
で
も
施
工
者

に
質
問
し
ま
し
ょ
う
。﹁
い
っ
た
い
、何
を
い
く
ら
で
頼
ん

だ
の
か
﹂を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、工
事
内
容
を
変

更
し
た
い
場
合
な
ど
も
、金
額
の
増
減
も
は
っ
き
り
と
判

断
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、く
れ
ぐ
れ
も﹁
一
式
﹂に

は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、︵
公
社
︶大
阪
府
建
築
士
会
で
は
、従
来
週
三

回
だ
っ
た
建
築
相
談
室
を
、本
年
四
月
よ
り
週
五
回︵
平

日
の
月
～
金
︶午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。電
話
や
面
談
で
一
般
の
方
を
始
め
設
計
事

務
所
や
施
工
者
、不
動
産
関
係
者
な
ど
か
ら
の
相
談
を

幅
広
く
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。約
三
〇
名
の
建
築
士

会
の
相
談
員
が
対
応
し
て
お
り
ま
す
。会
員
の
中
で
ご

協
力
頂
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
編
集
後
記

筑
波
幸
一
郎
・
荒
木
公
樹
・
牧
野
隆
義

　

こ
れ
ま
で
の
建
築
び
と
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
建
築
家
個
人
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
絞
り
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
ま
と
め
て
き
ま
し
た
が
、今
年
度
か
ら
、

伝
え
る
べ
き
対
象
を
広
げ
る
べ
く
、
第
一
弾
を
組

織
系
設
計
事
務
所
と
し
て
歴
史
あ
る
東
畑
建
築
事

務
所
を
取
材
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆

様
に
は
、
年
度
末
の
忙
し
い
最
中
に
も
拘
ら
ず
、

丁
寧
な
対
応
を
し
て
頂
き
、
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
個
人
的
に
は﹁
光
の
建
築
家　

陰
の
建
築
家
﹂

の
く
だ
り
が
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
報
誌
の
始
ま
り
の
名
称
は
﹁
会
報
﹂

で
し
た
。
そ
の
後
、﹁
ひ
ろ
ば
﹂
に
代
わ
り

二
〇
〇
五
年
ま
で
そ
の
名
称
で
読
者
に
愛
さ
れ
続

け
、
育
て
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
間
に
経
済
も
め

ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
消
費
税
は
三
％
か
ら
五
％

へ
増
税
さ
れ
、
よ
う
や
く
﹁
建
築
人
﹂
の
名
称
が

定
着
し
て
き
た
今
、消
費
税
は
八
％
に
増
税
さ
れ
、

こ
の
ま
ま
で
い
け
ば
翌
年
に
大
台
の
一
〇
％
も
現

実
味
を
帯
び
て
き
ま
す
。

　

関
西
経
済
界
も
厳
し
い
時
代
を
む
か
え
、
片
や

地
域
情
報
誌
の
﹁
大
阪
人
﹂
は
休
刊
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
中
、近
し
い
名
称
で
あ
る
﹁
建
築
人
﹂

も
同
じ
く
時
代
の
波
に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
や

も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
ん
な
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
会
員
の
作
品
や
会
員
活
動
な
ど
軸
に
、
自

ら
が
情
報
を
発
信
し
続
け
る
こ
と
が
と
て
も
大
切

だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
皆
様
の
力
を

お
借
り
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
自
画
自
賛
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
会

報
誌
名
称
の﹁
建
築
人
﹂も
い
い
響
き
で
す
が
、﹁
ひ

ろ
ば
﹂
も
、
と
て
も
良
い
名
称
だ
と
改
め
て
感
じ

て
い
ま
す
。　
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旧東方文化学院京都研究所　設計 東畑謙三

 この建物は、京都・北白川の自然に恵まれた閑静な住宅地
に建つ。1930年に義和団事件の賠償をきっかけに設立され
た東方文化学院の京都研究所として建設された。現在は、
京都大学人文科学研究所に附属する東アジア人文情報学研
究センターとして用いられている。
 東畑謙三が武田五一教授の指導のもと設計を手がけた。僧
院を模したロマネスク風のデザインは、濱田耕作教授（後
の京大総長）の発案による。館内は、閲覧室と書庫の尖塔
に隣接して、回廊式に中庭を取り囲むように研究棟が配置
されている。中庭には中央に小さな池と井戸があり、スペ
インのパティオ（PATIO）を模しているものの、下屋を持
つ厨子二階のファサードが京町家の風情を纏っている。ま
た、屋根瓦はスパニッシュ瓦だが、色はいぶし銀で和瓦の
表情も併せ持つ。このように東西の文化が混ざり合っては
いるが、学問と対峙し思索に没頭するための研究所とし
て、この建物にまさる空間はないと強く感じた。
 当時、ル・コルビュジェをはじめとする近代主義建築の理
論的な思索を深めていた東畑が、悩みながらも前向きに取
り組んだ結晶がこの作品である。ここでの設計作業が、建
築は理論ばかりでは意味がなく、実務に携わらなければな
らないという思いへ傾倒していくこと、さらには分野の異
なる人々との出会いにより見解が広がる重要なきっかけと
なったことを東畑は語っている。社会の基盤となる建築を
作り続けた東畑の出発点として、非常に興味深い建築である。
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